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今月号の『リアホナ』へようこそ

一般
2 大管長会メッセージ――完全な希望の輝き　新会員の皆さんへ　

大管長　ゴードン・B・ヒンクレー

6 福音にあって喜ぶ

10 新会員すべてに知ってほしいこと，会員歴の長い人すべてに留意してほしいこと　

十二使徒定員会　ジェフリー・R・ホランド

17 宗教は違っても家族を愛する　七十人　ウォルター・F・ゴンサレス

25 家庭訪問メッセージ――神権の祝福を受ける

26 新会員が取り入れる新しい伝統　七十人　F・メルビン・ハモンド

30 教会の慣習を知り，自分の居場所を見つける　ジャン・ピンボロー

36 困難を乗り越える　ラリー・ヒラー

40 末日聖徒の声

高架下の信仰

グレッグ・カールソン

もう二度と教会には行かない

オレグ・バラバシュ

自分の正しい居場所

フランシスコ・ハビエル・ララ・エルナンデス

44 これからどうすればよいのでしょうか　

リチャード・M・ロムニー，ビクター・D・ケーブ

48 知っておくと役立つ言葉

新会員すべてに知ってほしいこと，

会員歴の長い人すべてに

留意してほしいこと
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最近改宗された方へ
今月号の『リアホナ』は，あなた

のために作成されました。中には使

徒や預言者の，霊感と愛にあふれた

勧告が載っています。また，あなた

が新会員として現在しているような

経験をしたことのある一般の会員か

らのアドバイスも載っています。情

報や霊感を求めて読むなら，今月号

の『リアホナ』は現在も，また将来

にもあなたの役に立つことでしょう。

あなたには，教会が真実であると

いう霊的な証
あかし

があるでしょう。けれ

ども，それでもやはり学んだり，生

活を変えたりする必要を感じるよう

になるかもしれません。今月号の

『リアホナ』を読むと，そうした状

況になったときに物事を正しくとら

え，上手に対処できるようになるで

しょう。

教会員になって長い年月が過ぎた方へ
新会員向けの『リアホナ』が届く

のは違和感があると思われるかもし

れません。しかし新会員が直面する

問題をもっとよく認識して，今月号

の『リアホナ』を読むと，教会での

経験や福音の知識を活用して，新会

員の人々の友人や良い相談相手にな

れるでしょう。

この『リアホナ』や，中の記事をたと

え一つか二つでも紹介したい人がい



今月号に採り上げられているテーマ

しょう。今月号が新会員や間もな

くバプテスマと確認を受けようと

している人たちの手に渡るように，

ワードまたは支部の指導者と調整

してください。

──編集部より

青少年
20 正しい選択をする価値　

ベロニカ・ガルシア・ワーカー

22 質疑応答──

わたしが教会に入ったために，

家族や友達の中に，

わたしが下した決断に

疑問を抱く人がいます。

どのように答えればよいでしょうか。

35 家　メーガン・ワーカー

39 アイデアリスト──

末日聖徒の若人となる

49 ポスター――

わたしのもとに

来なさい

フレンド
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よ

言
げん

者
しゃ

は語
かた

る

F4 分
わ

かち合
あ

いの時
じ

間
かん

──今日
き ょ う

，よげんしゃにしたがいます

エリザベス・リックス

F6 バプテスマへのたび

F8 バプテスマのせいやくをまもる ジェニファー・ローズ

F10 もう一
いち

度
ど

清
きよ

く　アン・ベントリー・ワドウプス

F13 歌
うた

──什分
じゅうぶん

の一
いち

を主
しゅ

に

ロニー・ドブソン・アダムズ

F14 小
ちい

さなお友
とも

だちへ──

義
ぎ

のために立
た

ち上
あ

がる

七十人
しちじゅうにん

ウォルフガング・H・ポール

F16 次
つぎ

は何
なに

をすればよいでしょう？

表紙
写真／ジョン・ルーク，

クリスティーナ・スミス，

写真はイメージです

「フレンド」表紙
写真／クリスティーナ・スミス，

写真はイメージです

F10 もう一
いち

度
ど

清
きよ

く
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証
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Fは「フレンド」の略

今月号
こんげつごう

のどこかに隠
かく

れている

CTRリングを捜
さが

しながら，

総大会
そうたいかい

での預
よ

言
げん

者
しゃ

の言
こと

葉
ば

をよく聞
き

き，

よく読
よ

む決心
けっしん

を

してください。

るなら，どうか紹介してください。自国

の配送センターで今月号を余分に入

手することができます。アメリカとカナ

ダでは，http://www.ldscatalog.com

から注文することもできます。ま

ずはワードまたは支部の指導者に

聞いてみてください。すでに予備

として何冊か購入してあるかもし

れませんし，その人に『リアホナ』

を贈る計画があるかもしれません。

宣教師へ
この『リアホナ』にある記事は，

最近改宗した人々にとって力とな

り，これからどのようなことが起

こるのかを知る手だてとなるで





皆
さんが最近バプテスマをお受けに

なったことを大変うれしく思い，心か

ら歓迎いたします。皆さんは教会に

加わり，すばらしい一歩を踏み出されました。

皆さんを援助するために，わたしたちにできる

ことは何でもしたいと思っています。

皆さんはこの重要な時期にあって，次のよう

な手紙を書いた女性のように感じておられる

かもしれません。

「教会にたどり着くまでの道のりはユニーク

で，チャレンジに満ちたものでした。この1年

間はわたしの人生でいちばん厳しいものでし

たが，最も報いの多い1年でもありました。新

会員としてわたしには，これからも毎日チャレ

ンジが続くでしょう。」

手紙は続きます。「わたしたちは，求道者と

いう立場から，教会員という立場に変わったと

きに，自分がまったく異なる世界，独自の伝統，

文化，言葉を持つ世界に足を踏み入れたこと

に驚きます。わたしたちは，この新しい世界を

旅するときに導きを求めることのできる人や場

所がないということに気づきます。」1

新会員である皆さんには，心を躍らせるよ

うな経験をしていただきたいと願っています。

救い主に対する皆さんの信仰は固く，回復さ

れた福音をもっと学びたいという意欲は純粋

です。しかし，そうであっても新しく接する言

葉や集会，教え，課題を負担に感じることもよ

くあることです。初めて出会う人 と々人間関係

を築いていく必要もあるでしょう。真の末日聖

徒としての標準に従って生活していけるだろう

かと，危惧
き ぐ

するかもしれません。そのような皆

さんに次の明確なメッセージをお伝えします。

「もちろん皆さんにもできます。あきらめないで

ください。」

道を歩む
ニーファイはこのように言っています。

「あなたがたはその門から入っている。あな

たがたは御父と御子の戒めに従ってこのように

行っている。またあなたがたは，御父と御子に

ついて証
あかし

をされる聖霊を受けている。……

さて，……わたしは尋ねたい。あなたがたが

この細くて狭い道に入ったならば，それですべ

て終わりであろうか。見よ，わたしはそうでは

ないと言う。もしキリストを信じる確固とした信

仰をもってキリストの言葉に従い，人を救う力

を備えておられるこの御方の功徳にひたすら頼

らなかったならば，あなたがたは，ここまで進ん

で来ることさえできなかったからである。

したがって，あなたがたはこれからもキリスト

を確固として信じ，完全な希望の輝きを持ち，

神とすべての人を愛して力強く進まなければな

この業は

主の聖なる業です。

この教会は，

神の教会であり，

王国です。

わたしの証
あかし

を

お伝えするとともに，

偉大な末日の奇跡，

末日聖徒

イエス･キリスト教会の

一員として

歩み続けてくださるように

願っています。

3／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号

大管長会メッセージ

大管長

ゴードン・B・ヒンクレー
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新 会 員 の 皆 さ ん へ



らない。そして，キリストの言葉をよく味わいな

がら力強く進み，最後まで堪え忍ぶならば，見

よ，御父は，『あなたがたは永遠の命を受ける』

と言われる。」（2ニーファイ31：18－20）

教会に加わるのは重大なことです。改宗者

は皆，キリストの名を受け，それに伴って，戒

めを守るという約束をします。しかし，教会に

来ることは，一つの冒険です。皆さんを迎える

温かく力強い会員の助けと，愛と関心に満ち

た支えがなければ，自分が踏み込んだ道に不

安を感じ始めることでしょう。喜んで迎え，行

くべき道に沿って導こうとする親しみのこもっ

た手と歓迎の心がなければ，道をそれて行く

かもしれないのです。わたしたちには，この業

が真実であるという証を皆さんが強められる

ようにする責任があります。皆さんが教会に入

り，やがて去って行くままにしておくわけには

いきません。皆さん一人一人は実に貴い存在

です。皆さんは神の息子であり，娘だからです。

以前にもお話ししましたが，もう一度繰り返

します。改宗者はだれでも3つのことを必要と

しています。

1．常に頼ることができ，皆さんを支えてくれ

る教会の友人，皆さんの疑問に答え，問題を理

解してくれる教会の友人。さらに皆さんには，信

仰の大いなる旅路を支えるホームティーチャー，

訪問教師，その他の教会員もついています。

2．責任。この教会のいちばんの特徴は活動

です。活動は，わたしたちを成長させてくれる

プロセスです。主に対する信仰と愛は，腕の

筋肉に似ています。使えば強くなります。しか

し，使わなければ弱くなります。皆さんは責任

を受けるに値する人たちです。

責任を果たすときに，何らかの間違いを犯す

こともあるでしょう。それは問題ではありません。

わたしたちはだれでも間違いを犯します。大切

なのは，活動からもたらされる成長なのです。指

導者は，皆さんが教会の活動に参画していく方

法を見いだせるよう助けてくれます。新しい課題

を引き受けてください。そして，主が責任を

よく果たせるように助けてくださることを

信じてください。落胆したときには助

けを求めてください。しかし，あきら

めてはいけません。努力し続ける

なら，皆さんの力量が増していく

ことを実感できるでしょう。

3．いつも「神の善い言葉で

養われ」る必要があります（モ

ロナイ6：4）。皆さんは，神

権定員会や扶助協会，若い

女性，若い男性，日曜学校，

初等協会などの組織に属し

ます。聖餐
せいさん

会に出席して聖

餐を受け，バプテスマのと

きに交わした聖約を新た

にしてください。毎日聖

文を読んでください。

主に近くあることがで

きるよう，毎朝毎晩祈

りをささげましょう。

ほかの教会にも善良

な人々がたくさん集っ

左
―
―
写
真
／
ロ
バ
ー
ト
･
ケ
ー
シ
ー
、
右
―
―
写
真
／
ス
テ
ィ
ー
ブ
･
バ
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

わ
たしたちは

皆さんを必要と

しています。

皆さんが安らぎを得，

歓迎され，

受け入れられている

と感じることが

できるように

全力を尽くします。

わたしたちは

皆さんのことを

愛しています。

そして，

主も皆さんを

愛しておられることを

知っています。

ともに成長し，

学ぶために，

手を取り合いましょう。



ていることを，わたしたちのだれもが知っています。そこに

はたくさんの良い教えがあります。皆さんは，家族や以前の

宗教的な伝統のおかげで，多くの良い事柄を身に付け，たく

さんの優れた習慣を培ってこられたことでしょう。使徒パウ

ロが語っているように，「すべてのものを識別して，良いもの

を守り」ましょう（1テサロニケ5：21）。良いものを身に付け，

それらを守り，主の業のために活用してください。

ともに喜ぶ
わたしたちは，イエス･キリストの福音にあって皆さんととも

に喜びを享受しています。皆さんにはたくさんの祝福が準備

されています。時に深い孤独感にさいなまれることもあるで

しょう。落胆や恐れを感じることもあるでしょう。わたしたち

教会員は，自分たちが思う以上にこの世のものとは異なって

います。しかし，福音は決して恥に思うべきものではありませ

ん。誇りに思うべきものです。テモテに対してパウロはこう書

いています。「あなたは，わたしたちの主のあかしをすること

……を，決して恥ずかしく思ってはならない。」（2テモテ1：8）

新しく改宗された皆さん，これからもともに歩みましょう。

わたしたちは皆さんを必要としています。皆さんの肩に手を

回し，友達になりたいと思っています。皆さんが安らぎを得，

歓迎され，受け入れられていると感じることができるように

全力を尽くします。わたしたちは，皆さんのことを愛してい

ます。そして，主も皆さんを愛しておられることを知ってい

ます。わたしたちの過ちや欠点を赦
ゆる

してください。ともに成

長し，学ぶために，手を取り合いましょう。

この業は主の聖なる業です。この教会は，神の教会であり，

王国です。そして，聖なる森での示現は，ジョセフが述べたと

おりに起きました。そこで起きたことがいかに重要か，わたし

は心の底からはっきりと理解しています。モルモン書は真実で

あり，主イエス・キリストについて証しています。神権は回復

され，わたしたちの中にあります。天の使者を通して回復され

た神権の鍵
かぎ

は，わたしたちに永遠の祝福をもたらすために行

使されています。皆さんやわたしの中にある証は，わたした

ちのよりどころであり，人と分かち合うべきものです。この証と，

わたしからの祝福，そして皆さんへの愛をお伝えします。そし

て，皆さんが偉大な末日の奇跡，末日聖徒イエス･キリスト教

会の一員として歩み続けてくださるよう願っています。■

注
1. 「子羊を見いだし，羊を養う」『リアホナ』1999年7月号，125

5／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号

ホームティーチャーへの提案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたが教

える人々の参加を促すような方法を用いて分かち合って

ください。幾つかの例を以下に紹介します。

1．メッセージの中で述べられている，「新会員が必要

としている3つのこと」を示すものを準備する。例えば，

友達からのプレゼント，教会の手引き，聖典。
● 新会員にメッセージを伝える場合，これらのものが

教会員として喜びを得るうえでどのように助けとなるか

を話し合う。また，新会員としてどのような貢献ができ

るか理解できるように助ける。
● 会員歴の長い会員にメッセージを伝える場合，なぜ

新会員にとって友達，責任，神の言葉で養うことがそれ

ほど重要なのかを話し合う。ワードや支部の新会員の必

要を満たす助けをするように勧める。

2．家族に，言葉や伝統，文化を知らない国に到着した

ところを想像してもらい，どのように感じると思うか尋

ねる。最初に必要となるもの，または不自由に思うこと

は何だろうか。それらを新会員が経験するであろうこと

と比較する。ヒンクレー大管長のメッセージの最後の項

目を読み，「偉大な末日の奇跡の一員」となることの祝福

について証を述べる。



6

神権の力
ある朝突然，母の具合が悪くなりました。家には母とわた

ししかいませんでした。母の容態は悪くなる一方です。大切

な母が苦しみ，涙を流し，悲鳴を上げています。わたしの胸

は張り裂けそうでした。

近所の人が駆けつけ，病院に連れて行くように勧めてくれ

ましたが，だれも助ける手立てがありません。ステーク会長

とビショップは不在です。どうしたらよいか，見当もつきませ

んでした。

頭の中で，すべきことを考え，助けてくださるように天の御

父に祈り求めました。するとそのとき，母がわたしの名を呼

んで，こう言ったのです。「あなたは大神権に聖任されてい

たかしら。」

「うん。」

「じゃあ，祝福してちょうだい。」

驚きました。以前，宣教師から神権について学んだときに

は，母は信じようとしなかったのです。そのとき，その場にい

た人のうち，神の代理として行動する力をイエス・キリストか

ら授けられていたのは，わたしだけでした。わたしは自分の

生活を振り返り，この偉大な務めを果たすのにふさわしいと

感じました。しばらくその場を離れ，簡潔に，母を癒
いや

してくだ

さるようにと，天の御父に祈りました。

祈り終えると，心に何かを感じました。すぐに，それは神

の力だと悟りました。母のもとに戻り，ゆっくり母の上半身を

起こしました。それから頭に手を置き，祝福しました。儀式

が終わるとすぐに，母は眠りに落ち，そのまま8時間ぐらい眠

りました。その間ずっと，悲鳴もうめき声も上げませんでした。

母が目を覚ましたときのうれしさは，言い表すことができま

せん。具合を尋ねると，母はこう言いました。「もう大丈夫。

神権なんてないと思っていたけれど，苦しくて，助けてくだ

さいってお祈りしたら，急に，神権はほんとうにあるって感じ

たの。だから，あなたに祝福してもらったのよ。そしたら，よ

く眠れたわ。」──ガーナ，アモス・クワメ・トファ

アモス・クワメ・トファ

世界中の末日聖徒がイエス・キリストの福音について
証
あかし

を述べています。

写
真
／
著
者
の
厚
意
に
よ
り
掲
載
（
説
明
の
あ
る
も
の
を
除
く
）。
上
―
―
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福音は7人の子供を育てる助けとなりました
6年前，妻，幸

さち

子
こ

は癌
がん

で他界しました。周り

の人からは，母親がいなければ子供が7人い

るわたしの家族はばらばらになるのではない

かと心配されました。この世の考えではそうか

もしれません。でも福音に偉大な力があるこ

とを知っていたわたしたちは，家庭の夕べ，家

族の祈り，聖文の学習を続けました。おかげ

で，家族のきずながとても深められました。

家庭に福音があるおかげで，子供たちは母

親がどこにいるのか知っていました。福音に

よって子供たちの人生は祝福されました。子

供たちは自分たちが得た祝福を人に分かち合

う必要があると感じ，一人また一人と伝道に

出て行きました。──日本，与
よ

那
な

嶺
みね

真
まさ

弘
ひろ

昇進を逃しても
わたしは現在，ある大きな国際企業の専務

取締役です。この地位に就く前に，経営者との

面接の中で，宗教上の理由で飲酒をしないこ

とを伝え，こう言いました。「酒を飲まないこと

が職責を果たすうえで問題であるのなら，この

地位をお引き受けすることはできません。」

当時，酒の付き合いは，会社の大切な慣習と

見なされており，ストレス解消に役立つとさえ考

えられていました。一般的に，出世するには酒

の付き合いが欠かせないと信じられていたの

です。経営者は，重役同士の社交にわたしが

同行できないのを残念がっていましたが，わた

しの信条に敬意を示し，採用してくれました。

入社以来，会社の慣習も変わり，酒を飲まな

スニル・マッセイ家族

与那嶺真弘家族

態度を変える
救い主に従うこと

で，幸せを感じてい

ます。おかげで，わた

しも家族も，周囲の人

に対する態度が変わ

りました。すべての人

に対して，以前よりも

礼儀正しく丁寧に振

る舞うようになりまし

た。以前よりも社交的

で，気さくに人と接す

るようになりました。

──インド，スニル・

マッセイ

7／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号
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キリストのもとに来る
教会員となってから

人生で最大の変化は，

周囲の人への接し方

が変わったことです。

もう皮肉な態度は捨

てました。前より親切

で優しくなりました。

物惜しみしなくなりまし

た。だれに対しても，

悪い感情を抱かなく

なりました。ほんとう

に単純なことです。キ

リストを覚えて生活す

ることで，充実した人

生を送り，人生を楽し

むことができます。

福音に感謝してい

ます。福音がわたし

の霊を癒してくれま

す。キリストが今も生

きておられることを

知っています。──合

衆国ユタ州，ダーラ・

ローアー

義にかなった子供を育てるために教会が提

供している資料は，わたしたちのような若い家

族がうまくやっていくのにとても役立っていま

す。教会以外のどこで，このような導きを受け

ることができるでしょう。福音は，生と死，健

康と病気，そして不変の愛について，永遠の視

野を持たせてくれました。──グアテマラ，

ジェフリー・バローズ，アナリリ・バローズ

人生の疑問に答えを見つけて
わたしたちは，人生の疑問に答えてくれる福

音に感謝しています。わたしたちは2回の流産

という苦しみを経験しました。わたしたちに

とって，小さな娘を抱くことは，胸がはち切れ

そうなほどの喜びです。神権によって，信仰が

試された後に祝福を見ることができるという希

望を頂いています。

いことが問題視されることはほとんどなくなり

ました。わたしには，イエス・キリストの価値観

に従うならば，職業はもちろん，人生全般で成

功を収めることができるという堅固な証があり

ます。──韓国，愼
シン

仁
イン

・S

ジェフリー・バローズと妻アナリリ。娘とともに

ダーラ・ローアー

ヨン



永遠に一緒に
「ある日のこと，わたしは自分が運転するタク

シーに，二人の宣教師を乗せました。」ペルー

のギャリー・グアニロはそう言います。「宣教

師たちはこう言いました。『家族が永遠になれ

るということを御存じですか。』その問いに衝

撃を受けました。預言者ジョセフ・スミスにつ

いても聞きました。帰宅してから，妻のマリア

にもその話をして，宣教師を家に招くことにし

ました。彼らは最初のレッスンで『家族は永遠

に』（『賛美歌』187番）を歌ってくれました。」

マリアはこう言っています。「わたしたちは

バプテスマを受けてから，いろいろな面で成

長しました。階段をどんどん上って行く感じで

す。あまり大切でないことは生活の中から少し

ずつ消えていきました。」

ギャリーはさらにこう言います。「わたしの望

みは，神殿で妻と永遠の結婚をし，娘たちと結

び固められることです。以前は，永遠の世界が

存在するなんて，考えてもみなかったことです。」

──ペルー，ギャリー・グアニロ，マリア・グア

ニロ

歌が勇気をくれました
1945年2月，人生を変える証を得ました。わ

たしは13歳でした。当時は第二次世界大戦中

で，わたしたちは戦闘地域の真ん中にいまし

た。ほかの4家族とともに命の危険にさらされ

ていたのです。15人ほどの兵士がわたしたち

にライフル銃を向け，殺そうとしました。この危

険の中で，母は銃とわたしたち5人の子供の間

に立って，言いました。「みんな手を取って。」

それから母は「日は暮れ」（『賛美歌』92番）を歌

いました。

あれから60年，今でも心の中にその賛美歌

が聞こえてきます。あのとき，わたしは天の御

父に祈りました。そして，もし生き長らえること

ができれば，御父の戒めと律法を守るという聖

約を御父と交わしました。この約束は，この世

的なことから離れ，イエス・キリストの福音に

添った生活をする力を与えてくれました。──

ドイツ，エーリッヒ・スタンク

ギャリー・グアニロと妻マリア，子供たち

エーリッヒ・スタンク

ぼくは
ホームティーチャーです
ぼくは福音の教義

を学ぶのが大好きで

す。賛美歌を歌うのも

好きです。賛美歌から

も教義が学べます。

ぼくは伝道に出たいと

思っています。今は

ホームティーチャーで

す。父と一緒に出か

け，主の助けによって，

2家族が教会に戻って

来ました。──ガーナ，

フランクリン・M・コ

ンデュア

フランクリン・M・コンデュア

9／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号
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成
人の男女そして子供たちは，バプテス

マを受けて末日聖徒イエス・キリスト

教会の会員になると，驚きにあふれる

旅に出発します。（比喩
ひ ゆ

的な表現を使えば）巨

大な山や緑豊かな峡谷，見渡す限りの美しい

光景が広がっています。時には困難に出遭う

こともありますが，たとえそうであろうと，何と

しても歩んで行かなければなりません。天の

御父のもとへ帰る旅だからです。幸いなことに

主イエス・キリスト御自身が，わたしたちを導

くと約束してくださっています。

「まことに，まことに，わたしはあなたがたに

言う。あなたがたは幼い子供であり，父がど

れほどの大いなる祝福を御手
み て

の中に持ってい

て，あなたがたのために備えておられるか

をまだ理解していない。

……元気を出しなさい。わたしがあなたがた

を導いて行くからである。王国はあなたがたの

ものであり，その祝福もあなたがたのものであり，

また永遠の富もあなたがたのものである。」1

わたしたち教会員は皆その旅を続けていま

す。一人一人，年齢や経験が異なるだけでなく，

話す言語や文化，福音の理解の度合いも様々

です。けれども，あなたがどのような環境に置

かれているかにかかわりなく，わたしたちはあ

なたを歓迎します。使徒パウロが述べたように，

「そこであなたがたは，……聖徒たちと同じ国

籍の者であり，神の家族なのである。」2 ですか

ら，わたしたちは助け合い，力を合わせていく

必要があるのです。

あなたとまたすべての会員に知ってほしい

ことがあります。今後の人生で出会う出来事に

10

十二使徒定員会

ジェフリー・R・ホランド

新会員すべてに新会員すべてに
会員歴の長い人

わたしたちは成功する

必要があることを

忘れてはなりません。

この世の旅を

漫然と終えるのでなく，

「自分の行程を

〔喜びをもって〕

走り終え」るのです。
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備えて，霊的な強さを与える事柄です。わたしたちは成功す

る必要があることを忘れてはなりません。この世の旅を漫然

と終えるのでなく，3「自分の行程を〔喜びをもって〕走り終え」

るのです。4 日の栄えを受け継ぐという報いを得るには，最後

まで忠実であり続けることがどうしても必要です。教会では

月の栄えや星の栄えの王国を受け継ぐために必要な事柄を

教えているわけではありません。わたしたちのあらゆる行い

は，日の栄えの王国に至ることを目指しているのです。熱意を

なくしたり，挫
ざ

折
せつ

したり，道半ばで放棄したりすることはできま

せん。キリストはこう明言されました。

「さて，悔い改めて，わたしの名によってバプテスマを受け

る者はだれであろうと，満たされるであろう。そして，最後

まで堪え忍ぶならば，見よ，わたしはその者を，わたしが

立って世の人々を裁くその日に，わたしの父の御
み

前
まえ

で罪のな

い者としよう。

清くない者は，決して父の王国に入ることができない。し

たがって，信仰を持ち，罪をすべて悔い改め，最後まで忠実

であることによって，わたしの血により衣を洗われた者のほ

かには，父の安息に入る者はいない。」5

聖約の道
わたしたちは自分でこの道を選びました。傍らで救い主が

助けてくださる聖約の道です。バプテスマを

最初の聖約として，永遠の命に向かうこの

道を歩んでいく間に，わたしたちは

様々な聖約を交わします。そして，

11／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号

知ってほしいこと，知ってほしいこと，
すべてに留意してほしいこと



るので助けてくださるのです。

これらの聖約を思い起こすために，毎週

聖餐
せいさん

を受けます。パンの祝福の祈りの中で，わ

たしたちは，「進んで御子の御名
み な

を受け，いつ

も御子を覚え，御子が与えてくださった戒めを

守ることを，永遠の父なる神よ，あなたに証明

して，いつも御子の御霊を受けられるように」

と祈ります。7

奉仕という神聖な義務
バプテスマのときに交わす聖約の一つとし

て，奉仕があります。救い主のこの世の生涯に

見られた最大の特徴は，人の必要を満たすた

めに愛を込めて奉仕し，献身的に取り組まれ

たことではないでしょうか。主の弟子たちも同

じような生涯を送りました。モルモンの泉で信

者の小さな群れは，バプテスマを受けて，互い

に重荷を負い合い，慰めの要る者を慰めると

いう聖約を交わすよう促されたとき，手をたた

いて喜びました。8

それらの聖約を守ることによって道にとどまるこ

とができます。聖約を守ることによって受ける報

いの一つは，主の光を受けることです。「わた

しは世の光である。わたしに従って来る者は，

やみのうちを歩くことがなく，命の光をもつであ

ろう」6とイエスは約束しておられます。

主の光の中にあって霊的な生活を送ること

により，わたしたちは日増しにその光を見分け

る力を増し加え，さらに多くの光を受けること

ができます。加えて，わたしたちは確認の儀式

において聖霊の賜物
たまもの

を受けています。まこと

の教会の会員に用意されている数ある賜物の

うち，最初に与えられるものです。交わした聖

約に従って歩むならば，常に必要なだけ十分

に聖霊の促しを受けることができます。わたし

たちの歩む道ではほとんど毎日のように問題と

いう上り坂に直面します。けれどもその坂を乗

り越えるための助けが文字どおり神から与え

られます。神会の御三方，すなわち御父と御

子と聖霊は，わたしたちが聖約を交わしてい

救
い主の

この世の生涯は，

人々への

愛のこもった

奉仕と献身に

特徴づけられます。

主の弟子たちも

同じような生涯を

送りました。
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救い主は今の時代にこう勧告しておられ

ます。「……神の前にへりくだって，バプテ

スマを受けたいと願い，打ち砕かれた心と

悔いる霊をもって進み出て，……最後まで

イエス・キリストに仕える決心をして進んで

イエス・キリストの名を受けることとを教会

員の前に証明し，また自分の罪の赦
ゆる

しを得

るようにキリストの御
み

霊
たま

を受けたことをその

行いによってまことに明らかにする人は皆，

バプテスマによってキリストの教会に受け

入れられる。」9

奉仕することはわたしたちにとって義務ですが，それ以上

の意味があります。それは，キリストのような行いを示す機会

なのです。主はわたしたちの重荷を負ってくださいました。

わたしたちも互いの重荷を負うことによって，まことにキリス

トのような人物になるのです。教会における奉仕は，多少な

りとも重荷となるかもしれません。しかし，それは「軽い」荷

です。10 なぜならわたしたちは皆，世の救い主と並んで立ち，

力を合わせて荷を負うからです。

聖なる神殿
わたしたちの歩む聖約の道に，地上にあって永遠の行く末

を表す象徴が置かれているとしたら，それは聖なる神殿すな

わち主の宮です。わたしたちは神殿の中で，神と愛する人た

ちとともに，永遠に結ばれるために聖約を交わします。神殿

から一歩外に出ると，聖約については非常に限られたことし

か話せません。けれども神殿の中では，聖霊は心の清い者

に対して，聖約について何の制限も加えることなく証
あかし

をして

くださいます。わたしはすべての成人会員に，主の宮を度々

訪れ，御霊によって驚くべき確かな導きを受けるという祝福

にあずかってほしいと願っています。

新会員であるあなたにとって，神殿に参入することは遠い

先の目標であり，実現できそうにもないと思うかもしれませ

んが，実はそう難しいことではありません。神殿に入る準備

を一度に全部する必要はないのです。信仰に基づく一つ一

つの行い，悔い改めに向けての一つ一つの歩み，戒めを守

ることで静かに積み重ねていく一つ一つの勝利が，ひと月ご

とに，1週間，1日，1時間ごとに，わたしたちを神殿に近づけ

てくれるのです。主は言われました。「善を行うことに疲れ果

ててはならない。」「小さなことから大いなることが生じる」

からです。11

神殿への道は，最初に受けた印象よりもはるかに易しいも

のとなるでしょう。その道を歩んでいるときに喜びを見いだ

し，さらには助けてくれる人々にも出会

うからです。神殿の祝福を知っている

わたしたちは，神殿に入るために準備

しているあなたを，胸を躍らせながら，

喜んで手伝いたいと思っています。

ワードや支部の会員がまず手を差し

伸べてくれることでしょう。かつて自分

たちが助けられたと同じようにあなた

を助けてくれます。けれどもあなたを

助けてくれるのは彼らだけではありま

せん。ほかの会員の中からも友達を見

つけるようにしてください。あなたも奉仕することを聖約して

おり，教会に入って間もないあなたも人に祝福をもたらすこ

とができます。そのことを忘れないでください。

この世の人々からの支援よりもはるかに優れた，惜しみな

い支援を天から受けることができます。神は天使たちととも

に，ほかのだれよりも，わたしたち一人一人が神聖な聖約を

交わし，守れるよう助けたいと思っておられます。教義と聖

約第76章の中で，わたしたちはこのように告げられています。

「主はこのように言う。すなわち，主なるわたしは，わたし

を畏
おそ

れる者に憐
あわ

れみ深くかつ恵み深く，また最後まで義を

もって真理にかなってわたしに仕える者に誉れを与えるの

を喜びとする。……

彼らの知恵は大いなるものとなり，彼らの理解は天に達する。

彼らの前で知者の知恵は滅び，賢者の理解も無に帰する。

わたしは，わたしの御霊によって彼らに光を注ぎ，またわ

たしの力によってわたしのひそかな思い，すなわち，目が見

ず，耳が聞かず，人の心に思い浮かびもしなかったそれらの

事柄を彼らに知らせるからである。」12

この約束は，教会のあらゆる人に，そしてあなたに与えら

れています。開拓者の受け継ぎを豊かに受けている人たち

だけでなく，どこに住んでいるか，教会に入ってどれほど日が

浅いかにかかわりなく，この約束は，忠実で従順なすべての

会員に向けられたものなのです。

過去と決別する
あなたは贖

あがな

い主に行く手を照らされ，天使から助けが得ら

れるこの道に入ったのですから，もう過去の暗闇
くらやみ

や悔恨
かいこん

を振

り返らないようにしてください。13 心から悔い改めるならば，昔

の暗闇から遠ざかることができます。わたしが知っている中

で，最も励まされる聖句はこう告げています。「あなたがたは

これからもキリストを確固として信じ，完全な希望の輝きを

持ち，……力強く進まなければならない。」14 ですから，力強

13／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号
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が尊ばれると，ほかの肢体もみな共に喜ぶ」17ことをもう一度

強調しておきます。（訳注――この聖句の「肢体」に当たる英

語は“member”で「会員」の意もある。）

弱さを克服するためにあらん限りの霊的な力を使い，救い

主と神権指導者の助けを義にかなって求めるときに，聖霊は

あなたがバプテスマを受けたときに持った霊的な確信を再び

感じられるように助けてくださいます。あなたが選んだ道は天

の御父がこの世と永遠にわたってあなたに望んでおられる道

である，という知識を改めて心に満たしてくださるのです。

聖霊はほんとうに自分に語られるのだろうかと思っていま

せんか。実は聖霊はこれまで何度も語りかけておられます。

わたしたちがその導きに気づくことに慣れていないのか

もしれません。けれども，すべての教会員は聖霊の賜物

を持っていて，たとえ意識して求めなくても，この賜物

のおかげで多くの導きと助けを受けているのです。神

はわたしたちの御父です。親というものは（特に）道を

踏み外した子供を含め，すべての子

供たちを義にかなって助けるために

あらゆることをします。聖霊を通して

もたらされる天からの助けは，表面的

な感覚に訴えかける経験よりも，印象

や感情を通して与えられることが多

いのです。

十二使徒定員会のボイド・K・

パッカー会長代理はそれをこのよ

うに説明しています。「聖霊は，肉

体の五感よりも心を通じて霊に語

りかけます。この導きは，思いや感

情として，あるいは印象や促しを通

してもたらされます。言葉で表しに

くいこともあります。聖文が教えて

いるように，霊的な交わりの言

葉は耳で聞くよりも心で『感

じ』，肉眼よりも霊の目で見るのです。」18

毎日の生活で勝利を収める
苦難という上り坂が立ちはだかるだけ

でなく，時には危険をはらんでいる旅の

中で，わたしたちは毎日のように試練

に遭遇します。注意していないと，

自分の苦しみだけに心を奪われ

て，自分の人生には不公平なほ

ど試練があると考えたり，

く進んでください。過去は過去の中に葬りましょう。第12代大

管長のスペンサー・W・キンボール大管長（1895－1985年）は

こう教えました。「救い主は，手に鋤
すき

をかけたなら後ろを見な

いようにと言われました。ここで言おうとされていることは，

謙遜
けんそん

な心と主への深く忠実な信仰をもって前進しなさい，とい

うことです。主を信頼し，世の習
なら

いや世の誉れのただ中に

あっても断固として道からそれずに前進するのです。」15 さら

に，わたしたちを道からそれさせるものとして，世の中での過

去の経験を付け加えることができるでしょう。

たとえ過去へ引き戻そうとする力が強くても，驚くことはあ

りません。それは昔からの友達や以前の習慣などかもしれ

ません。たばこ，アルコール，薬物，ポルノグラフィー，ギャン

ブル，性的な罪，不正直など，あなたの行動をすっかり支配

してきたかもしれないしつこい習慣です。これらはかつて，

聖霊からの影響を受ける妨げとなっていました。今その習慣

に戻ってしまうと，もっと大きな傷を負うことになります。しか

し，あなたが交わした聖約の持つ力は，誘

惑の力をねじ伏せることができるのです。

過去の罪に心を悩ませるあまり，悔い改

めて過去の罪を捨てるという決意を鈍ら

せてはなりません。忘れないでください。

神は「〔あなた〕をあだの手から救い，敵

の力からあがなわれ〔る〕」16と約束して

おられます。

過去の常用癖や問題を，自分の力では

とうてい克服できないと感じているかも

しれません。しかしあなたは問題に一人

で立ち向かう必要はないのです。神はす

べての会員に，神権指導者を与えておら

れます。神権指導者は，悔い改めて新た

な力を見いだせるように支援する鍵
かぎ

，つ

まり権能を持っています。彼らに助けを

求めてください。悔い改めと霊的な問題

について相談するために，神権指導者のもとへ行ってくださ

い。普通の場合はビショップか支部会長です。そうすれば彼

らは，最終的に救い主から与えられる癒
いや

しの道へと導いてく

れるでしょう。告白を必要としない事柄については，ほかの

人から助けを受けることができます。友達，愛する人，ホー

ムティーチャー，訪問教師，信頼できる専門家，強い証を持

つ会員などが助けてくれます。あなたがどのような問題を抱

えているかによって，だれに助けを求めるかを決めてくださ

い。わたしたちは一緒にこの旅を歩んでいること，「もし一つ

の肢体が悩めば，ほかの肢体もみな共に悩み，一つの肢体



ほかの人は少ししか試練を受けていないと感

じたりするかもしれません。

しかし，人生の試練はわたしたちにとって最

もよい結果を生じるように計画されており，す

べての人は死すべき世での経験に最も合った

苦難に出遭うのです。神は憐れみ深く公正な

御方であり，あらゆる定めは公平であることが

いずれ分かります。試練はわたしたちに必要

であって，試練を克服することによって，ほか

の方法では得られない祝福にあずかる，とい

うことをはっきりと知ることができます。

この世にいる間，道に横たわる石にばかり

目を向けていると，美しい花や冷たい小川の

せせらぎに気づかずに通り過ぎてしまいます。

それらの花や小川は，わたしたちの旅を計画

された，愛にあふれる御父が用意してくださっ

たものなのです。肉と霊の目が神の慈しみに向

けられているとき，悲しみでなく喜びが日ごとに

訪れます。福音の喜びは次の世へ行かなけれ

ば得られないようなものではありません。わた

したちには，今まさにこのときに喜びを得る特

権があります。問題に気を取られて，あなたを

待っている祝福を見失ってはなりません。問題

よりも祝福の方が必ず多いのです。たとえそう

でないと思える日があるとしてもです。イエスは

言われました。「わたしがきたのは，羊に命を

得させ，豊かに得させるためである。」19 この祝

福を今受けましょう。祝福はあなたのものであ

り，これからも常にあなたのものです。

この祝福について幾つかまとめておきましょ

う。ほかにもたくさんの祝福があります。

真理の知識 確かにわたしたちは，驚くよう

な出来事にあふれ，憶測が行き交い，成り行

き任せの世に生きています。しかしながら，定

められた道に従って歩んでさえいれば，御父が

どのような御方であり，自分が何者であり，最

終的にどこへ行こうとしているのかをはっきり

と知ることができます。わたしたちはあらゆる

高等教育の中で最高の教育を受けることがで

きます。それは，忠実な者たちに天から下され

る光に，霊と思いを向けるときに得られる，霊

と俗世に関する知識です。

日常生活の平安 わたしたちは毎日の生活

神
殿は

日の栄えを

目指す

わたしたちにとって，

この世の象徴です。

信仰と従順に基づく

一つ一つの行いが

わたしたちを

その祝福に

近づけてくれるのです。
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でどのような試練や障害に出遭

おうとも，安らかにまた希望と目

的をもって歩むことができます。

これらの祝福を受けられるのは，

わたしたちの力の源，すなわち

「すべての下に身を落とし」20，あ

らゆる試練に勝利を収められた

御方のおかげなのです。この御

方を中心として信仰を築くとき，

主の力を受けます。そして，「こ

の世において平和を」21得るとい

う何にも勝る報いにあずかるこ

とができます。

美徳が持つ力，高潔であるこ

とから生じる自信 世界は道徳

の標準を見失っているようです。

このため，世が正しいとする誤っ

た概念を受け入れ，あるいはそ

の時点での軽薄な流行を追い求

めています。しかしわたしたちに

は堅固な岩があり22，その上に基

を築き上げ，しっかりとつかまっていることができます。そして，

道徳的に正しい判断を下す絶対的なよりどころとすることが

できます。わたしたちは「絶えず徳であなたの思いを飾るよう

にしなさい」と教えられています。そうすれば，聖霊は常にわ

たしたちの伴侶
はんりょ

となられます。思いを聖霊の導きに集中し，導

きのままに生活するならば，「神の前において〔わたしたち〕の

自信は増し」ていくでしょう。23

善良な人々との交わり 教会員にとって最大の力と喜びの

一つは，多くの共通点を持つ善良な男女や新しい友達との

交わりです。教会は一つの共同体です。つまり，信者の集ま

りであり，忠実であろうと努力する人々の社会，聖徒の集ま

りです。同じことを望みとしている人 と々交わることで，旅を

続ける力を得，道中の喜びを見つけるのです。箴言の著者は

「友はいずれの時にも愛する」24と言っています。このため，

わたしたちの最愛の友はその多くが教会員なのです。

一緒に歩みましょう。一緒にとどまってください。あなたの

参加とあなたの力が必要なのです。聖約を基として「確固と

した揺るぎない不変の決意」を抱く人々の交わりに，あなた

を歓迎します。わたしたちはあなたの友になり兄弟姉妹とな

ることを約束します。「神の恵みにより，愛のきずなをもって

……また感謝をもって，罪がなく，神のすべての戒めに従っ

てとこしえにいつまでも歩む」ことを約束します。25

16

教会へようこそ。

祝福を手にしてください。

日の栄えを目指す旅に歓迎しま

す。勇気と希望を持ちましょう。あな

たは天から，そして地上で助けを受

けることができます。主は，（あなたを

教えた宣教師を含めて）宣教師に語

られたように，わたしたちすべてにこ

う約束しておられます。「わたしはあ

なたがたに先立って行こう。わたしはあなたがたの右におり，

また左にいる。わたしの御霊はあなたがたの心の中にある。

また，わたしの天使たちはあなたがたの周囲にいて，あなた

がたを支えるであろう。」26

この旅を続ける中で前進しているかどうかを示す最も大

切な指標は，今道のどこにいるかではなく，どこに向かって

いるかです。この世における時の終わりを迎えるとき，完成

への段階をまだ登り詰めていないかもしれません。だれも

登り詰める人はいないでしょう。けれども，愛し，奉仕し，犠

牲を払い，最後まで忠実であるなら，この栄光あふれる言葉

を耳にすることでしょう。「良い忠実な僕
しもべ

よ，よくやった。……

主人と一緒に喜んでくれ。」27 そうして，先に行った愛する人

たち，そして天使たちとともに，言葉に表せないほど大いな

る栄光を受けて旅を続けることでしょう。「道であり，真理で

あり，命である」御方の教会に心から歓迎します。28 ■

確
認の儀式を通して

すべての会員に

授けられる

聖霊の賜物は，

御父が子らのために

用意された道において

助けてくれる

多くの賜物の一つです。
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1. 教義と聖約78：17－18

2. エペソ2：19

3. 2テモテ4：7参照

4. 使徒20：24

5. 3ニーファイ27：16，19

6. ヨハネ8：12

7. 教義と聖約20：77

8. モーサヤ18：8－11参照

9. 教義と聖約20：37，強調付加

10. マタイ11：30。28－29節も参照

11. 教義と聖約64：33

12. 教義と聖約76：5，9－10

13. ルカ9：62参照

14. 2ニーファイ31：20，強調付加

15. 「善をなすにうむことなかれ」

『聖徒の道』1980年9月号，125

16. 詩篇106：10

17. 1コリント12：26

18. 「変化する世における啓示」

『聖徒の道』1990年1月号，14

参照。1ニーファイ17：45も参照

19. ヨハネ10：10

20. 教義と聖約122：8

21. 教義と聖約59：23

22. ヒラマン5：12；3ニーファイ

11：39－40参照

23. 教義と聖約121：45。46節も

参照

24. 箴言17：17

25. 教義と聖約88：133

26. 教義と聖約84：88

27. マタイ25：21，23

28. ヨハネ14：6



多
くの末日聖徒，特に新しい会員は，

ほかの宗教を信じている家族とよい

関係を保つにはどうしたら良いかと

いう重大な問題に直面します。

救い主でさえ信仰の違う家族がいました。

聖書にはこう書いてあります。「こう言っ

たのは，兄弟たちもイエスを信じてい

なかったからである。」（ヨハネ7：5）

家族が末日聖徒イエス・キリスト教

会に対して誤った考えを持つこと

は，珍しいことではありま

せん。そのようなときに

はお互いの間に葛藤
かっとう

が

生まれるものです。愛を込

めてはっきりとコミュニケー

ションすることで，張り詰めた気

持ちをずいぶんとほぐすことがで

きます。わたしは10代のときに教会

に入りました。バプテスマを受けて間

もないころ，カトリック教徒の祖母が，

ある誤解をしていたことを知りました。祖

母は，わたしが新しい宗教に改宗したので，自

分のことをもう身内とは思ってくれないのだと思

い込んでいたのです。この誤解を解くことがで

きたときは，ほんとうにほっとしました。

福音の教えは，個人が何を信じているかに

かかわりなく，家族全員を力づけるものです。

わたしたちが身をもってそのことを示すなら，

家族関係を強めることができます。「家族――

世界への宣言」にはそうした教えが数多く盛り

込まれています。こうあります。「実りある結婚

と家庭は，信仰と祈り，悔い改め，赦
ゆる

し，尊敬，

愛，思いやり，労働，

健全な娯楽活動の

原則にのっとって

17／ 2 0 0 6 年 1 0 月 号

七十人

ウォルター・F・ゴンサレス

わたしの家族は皆そろって教会員
というわけではありませんが，
わたしはこの原則
（特に尊敬，愛，祈り）が，
家族にいかに祝福をもたらすかを
見てきました。
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確立され，維持されます。」1

こうした原則にのっとって生活する家族は，

その実を得ることができるでしょう。わたしの

家族は皆そろって教会員というわけではありま

せんが，わたしはこの原則（特に尊敬，愛，祈

り）が，家族にいかに祝福をもたらすかを見て

きました。

尊　敬
わたしが教会に改宗した直後

は，我が家の空気は張り詰め，

誤解もありましたが，わた

しも家族も，互いに寛大

に接し，尊重し合うよ

うになりました。例

えば，末日聖徒に

なった途端に，

わたしの日曜日の過ごし方は一変しました。

サッカーをする代わりに教会に行きました。日

曜日の過ごし方が変わった理由を知ると，家族

は理解を示し尊重してくれました。わたしの方

も，家族の伝統を尊重しました。例えば，わた

しの家族は皆で集まって祈ってはいませんで

したが，そのことで両親を批判したりしません

でした。我が家では，互いを尊重する精神を，

今でもとても大切にしています。

モルモン書は寛容と尊敬の原則を強調してい

ます。アルマ書第1章21節にはこのように書か

れています。「さて，教会の人々の中には厳しい

律法があり，教会に属している人は，教会に属

していない人を苦しめてはならない，また互い

に苦しめ合ってはならないとされていた。」

アルマは次に挙げる原則を大きな町ゼラ

ヘムラで教えました。アルマは尋ねました。

「あなたがたの中に自分の兄弟をあざ

けっている人，あるいは兄弟に迫害

を加えている人がいるか。」（ア

ルマ5：30）それからアルマ

は，そのような人は悔い改め

が必要であると言いました。

「このような人は，用意がで

きていないので災いであ

る。悔い改めなければ

ならない時が近づい

18

家
族が

信じている

別の宗教に

敬意を払うならば，

家族はもっと寛容になり，

理解を示してくれる

ようになります。



ている。悔い改めなければ救われないであろ

う。」（アルマ5：31）家族の一員が信じている

異なる信仰を尊重することは大切です。

愛
愛の原則もまた家族が良い関係を築くため

に大変重要です。モルモン書は教えています。

「慈愛はいつまでも絶えることがないからであ

る。したがって，最も大いなるものである慈愛

を固く守りなさい。」（モロナイ7：46）

わたしたちは家族にキリストのような慈愛を

示すことができます。家族の良い部分を見る

のです。わたしは両親に深く感謝し，二人を深

く愛しています。両親は教会の会員ではありま

せんが，模範と訓戒を通してわたしに義にか

なった原則を教えてくれました。そのおかげで

わたしは宣教師のメッセージを聞いたときに，

それが真実であると分かったのです。その事

実を認識するようになってからは，いっそう深

く両親を愛するようになりました。

これらの原則を，家庭の中で愛をもって実践

するとき，家族一人一人の生活が祝福されます。

これらの原則を，家族がすでに持っている美

徳に加えましょう。福音の教えと家族の信仰が

相反する場合は，自分の信仰を曲げてまで妥

協する必要はありませんが，家族の信仰を尊

重しなければなりません。意見が合わない

ことがあっても，家族と論争するのは避け

ましょう。「柔らかい答
こたえ

は憤りをとどめ，激

しい言葉は怒りをひきおこす」ことを思い

出しましょう（箴言15：1）。怒りは人間関係

を損なうだけですが，愛と親切は心を和らげ

ることができます（3ニーファイ11：29参照）。

祈　り
時には，愛する家族のためにできることとい

えば唯一祈ることだけ，という場合もあります。

家族もちょうど同じように，皆さんのために

祈っているかもしれません。わたしたちは愛

する人たちが教会員になることを常に願い求

めることでしょう。信仰のない息子のために

祈った父アルマに共感することができま

す。一人の天使が息子アルマに現れた

とき，その天の使者は息子アルマに，

彼の父親が「あなたが真理の知識に

導かれるように，深い信仰をもって」

祈ったのだと説明しました（モーサヤ

27：14）。祈りは家族の生活を祝福す

る力強い手段です。時には，祈りは，

わたしたちにできる唯一のことな

のです。

愛，尊敬，祈りという原則は，家

族に恵みをもたらす，福音の数あ

る原則のほんの一部にすぎませ

ん。福音の教えは天の御父の子

供たちすべてを祝福します。イ

エス・キリスト教会の会員である

かないかは関係ありません。な

ぜなら御父はすべての人を深く愛

しておられるからです。■

注
1. 『リアホナ』2004年10月号，49。

大管長会と十二使徒定員会に

よって書かれた。預言者たちに

よるこの宣言は，教会と世界

に，家族に関する教義を伝

えるものである。この宣言が

ゴードン・B・ヒンクレー大管

長により初めて公の場で読み

上げられたのは，1995年9月

の中央扶助協会集会のときで

あった。

わ
たしたちは家族に

愛を示すことができます。

家族の良い部分を見るのです。

自分の信仰を曲げてまで

妥協する必要はありませんが，

家族の信仰を尊重しなければなりません。

19／ 22 0 0 6 年 1 0 月 号
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わ
たしは16歳のときに教会に入りました。両親は許可

してくれたものの，一緒に教会に入ったりはしませ

んでした。バプテスマ当日，母は言いました。「もし

望むなら，まだやめられるわよ。」しかし，わたしはやめたくは

ありませんでした。教会に入り，新しい人生を始めたかった

のです。わたしは福音が真実であることを知っていました。

家族と一緒に教会に行けないわたしは，日曜日に寂しく感

じることがよくありました。けれども，ワードの人たちがわた

しを教会に連れて行き，そばに座ってくれたのが助けになり

ました。また，召しを受けたことも助けになりました。3歳の

子供たちを教えるよう召されたとき，以前にも増して，ワード

の家族の一員になれたと感じました。

バプテスマを受けたからといって，家族のきずなにひびが

入るようにだけはしたくありませんでした。しかし，家での生

活は，思いどおりにならないこともありました。日曜日に家族

でたくさんの家事をすることになっていたので，手伝わない

でいると小言を言われました。怠けていると言うのです。わ

たしは「安息日を尊ぼうとしているだけよ」と答えました。ま

た，家族は日曜日に外食するのが好きでしたが，わたしはもう

行きたくありませんでした。「家族の仲を引き裂こうとしてい

る」とまで言われました。でも，戒めに従って生活しようとし

ていただけなのです。

あきらめないように支えてくれたのは，主の御
み

霊
たま

でした。わ

たしは生活の中で，ほんとうによく御霊を感じていました。

証
あかし

を述べるときも，聖文を読むときも，祈るときも，御霊を感

じました。これはすべて教会で教師から学んだことでした。

わたしは熱心に教師の語ることに耳を傾け，生活を改善する

すべを学ぼうとしていました。

しかし，新しく学ぶべきことがあまりにも多かったため，教

会で自分が浮いているように感じることがよくありました。例

えば，すでに持っていた短いスカートをやめようと，丈の長い

スカートを何枚か新しく買ったときのことです。それを着て

教会に行ったのですが，どれもまだ短すぎて教会の標準には

合わないことを知りました。また，友達が使う教会の略語が

分かりませんでした。でも，どう思われるか心配なのと恥ず

かしいのとで，どういう意味なのか尋ねられなかったことが

何度もあります。

そんなとき助けとなったのは，10代の青少年たちでした。

友達になってくれて，わたしが溶け込めるように，時間を割い

て助けてくれました。彼らは新会員を助ける自然な方法を身

に付けているかのようでした。もう一つ助けになったことがあ

ります。それはわたしの家族の次の世での様子を思い浮か

べることでした。わたしは，福音が真実であると知っているの

に福音にそぐわないことをして，家族を失望させたくない，と

思いました。10代のころはさすがに大変でしたが，将来のこ

とや家族への責任について考えるように努力しました。もしわ

たしが福音に従った生活をしなかったなら，家族はどのように

福音を受け入れる機会にあずかれるでしょうか。

時は流れ，わたしは結婚し，現在10代の子供たちがいま

す。彼らは活発に教会に集い，わたしが経験から学ばなけ

ればならなかったような，教会にかかわる知識面での苦労は

ありません。また，教会によく溶け込み，それぞれクラス会長

会で奉仕しています。10代のころのわたしは，父や母にとっ

て模範となるよう努力していました。残念ながら，両親は教

会には加わりませんでした。しかし，そのときには気づかな

かったのですが，後になって気づいたことがあります。後に

出会う10代の子供たち，すなわち命よりも大切な，わたしの

子供たちにとって，あのときわたしが正しいことを選ぶかど

うかが非常に重要であったということです。

今日
きょう

あなたが選ぶことは，現在あなたの生活にかかわって

いる人たちに影響を及ぼすことでしょう。しかし，未来の人

生における特別な人たちもまた，あなたが正しいことを行う

よう望んでいます。彼らの未来は，現在あなたが正しいこと

を選ぶかどうかにかかっているかもしれないのです。正しい

選択をしたために，どんなに気まずい思いをしたとしても，い

つか，それだけの価値があったことが分かるでしょう。■

ベロニカ・ガルシア・ワーカー
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未
来の人生における

特別な人たちは，

あなたが正しいことを

行うよう望んでいます。

彼らの未来は，現在あなたが

正しいことを選ぶかどうかに

かかっているかもしれないのです。
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たらわかるだろう。」（ヨハネ1：39）教会や

ミューチャル，家庭の夕べ，そのほかの活動に

誘ってください。教会がどんなところで，何を

しているのかを見に行くなら，歓迎されること

を伝えてください。このような活動を通して，

友人や家族は教会員に会い，聖霊によってもた

らされる平安を感じるでしょう。それによって，

なぜあなたが教会員になったのかを，理解し

てくれるようになるでしょう。御霊を感じ，疑問

が解決すると，彼らは後になって教会に加わる

かもしれません。それには，あなたの証と模

範が助けとなるでしょう。

あなたは教会に加わったために，友達を

失ったかもしれません。もしそうだとしても，

教会員になったことで新しい友達がたくさんで

きたことを，忘れないでください。福音におけ

る兄弟，姉妹と知り合いになってください。こ

の試練を克服するうえで，手を貸してくれるで

しょう。同じような経験をしたことのある人が

きっといるでしょう。

教会に入るという決断に向けられる疑問や

心配に対処するのは，あなた一人の責任では

ありません。専任宣教師や，支えてくれる友達

や家族，ホームティーチャー，ワードや支部の

教会に加わることは，

正しい決断です。

家族や友達が

真理を理解するように，

手を貸すことができます。

しかし，時間がかかることも

あるでしょう。

証
あかし

や改宗までの

いきさつを話してください。

聞く人にとってはためになり，

あなたにとっては，

霊的な経験を振り返る

よい機会となるでしょう。

家族や友達を

教会の集会や活動に誘い，

会員たちに

紹介してください。

聖霊を感じられるような

生活を続けてください。

この試練のときにあっても

安らぎと導きを

受けられるでしょう。

『リアホナ』からの提案

「わたしが教会に入ったために，家族や友達の中に，
わたしが下した決断に疑問を抱く人がいます。どのように答えればよいでしょうか。」

教教
会の会員になるのは，友達や家族か

ら批判されたり，疑われたりすること

がなかったとしても，難しいものです。

けれども，バプテスマと確認を受けることは正

しい決断であり，教会員になることはすばらし

い祝福です。疑念を抱く人たちには，単にまだ，

そのことが理解できていないだけです。それ

でもあなたが手を貸し，根気よく，良い模範を

示すならば，家族や友人も理解するようになる

でしょう。たとえ教会に入ったことに賛成でな

くても，少なくとも尊重はしてくれるようになる

でしょう。

家族や友達の質問に答える準備をすると，

自分の役に立ちます。自分がなぜ教会の会員

になったのかを考える良い機会になります。

祈りの答えや霊的な経験を，いろいろと思い出

すでしょう。あなたが教会に入ったことに疑問

を抱いている人たちに，証
あかし

を伝え，改宗に至

るまでのいきさつを話すなら，あなたも，家族

や友人も，ともに御
み

霊
たま

を感じることでしょう。

家族や友達が教会についてよく知らないた

めに疑問を抱いているのだとしたら，主が御
み

業
わざ

を行われていた時代に教えられたことを話

してみてください。「きてごらんなさい。そうし
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会員から助けが得られます。

今月号17ページにあるウォルター・

F・ゴンサレス長老の記事にも，このよ

うな状況に対応する良い方法が書か

れています。長老の言葉によると，自

分と異なる信仰を持つ人に対しては，

時には，祈ることしかできない場合が

あります。その人の信仰に敬意を払い，

「互いに見解が違うことを認め合い」

優しく接してください。

いちばん大切なのは，毎日祈り，聖

文を研究し，また毎週教会の集会や

ミューチャルに出席して，主に近くあ

ることです。これらのことを通して慰

めや力が得られることが分かれば，今

回のような試練も，それほど難しいも

のとは思わなくなるでしょう。聖霊は，

あなたが何を言い，何をすればよい

かが分かるように，導きを与えてくださ

います。

主は，あなたがこの試練を受けてい

ることを御存じです。そしてまた，あ

なたがこの経験を乗り越えられること

も御存じです。主にはあなたを導くこ

とがおできになります。それを通して

あなたは，自分の決断に疑問を投げか

ける人に，力を貸すことができるで

しょう。

読者からの提案

もしわたしだったら，このよ

うに言うでしょう。「わたし

も最初はいくらか疑ってい

ました。でも，悪いうわさ

は事実ではなくて，良いう

わさの方はほんとうだと分かりました。宣

教師と話せば話すほど，この宗教が分

かってきました。宣教師は，わたしの質問

に全部答えてくれました。教会員になると

決めて，とてもよかったと思っています。」

アメリカ，テキサス州

コーディー・D，14歳
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バプテスマを受けたときや，聖文を

読んだり祈ったりしたときに，どのよ

うに感じたかを，そしてその気持ちを

今も感じていることを，説明してくだ

さい。生活がどれほど良い方向に変

化したかを，行いで示すようにしてください。あなた

の影響を受けて，いつの日か彼らが教会に入るかも

しれません。ですから，弱気にならないでください。

オーストラリア，ニューサウスウェールズ州

ジャスミン・S，16歳

実は，最初わたしは，疑問を抱いた

方でした。母と兄が宣教師に会った

ときには，わたしは10代で，あまり

身を入れて聞いていませんでした。

しかし，母と兄が教会に入ると，二

人が学んだ事柄と，わたしが子供のときから教え

られてきたことが同じであると分かりました。軍

隊に入隊すると，わたしは宣教師を探し出し，集会

に出席し，研究し，祈りました。そして，家に帰って

からバプテスマを受けました。わたしは福音に

よって幸せになりました。御霊は福音が真実であ

ると教えてくれました。

アメリカ，ジョージア州

ニコール・V，20歳

わたしは友達に，教会へ行くと聖霊

の力を感じられるので教会に入った

と，伝えています。聖霊の力を通し

て霊的に成長できるだけでなく，学

校でも毎日の生活でも導きがあり

ます。宣教師のおかげで，家族で教会員になれた

ことを感謝しています。イエス・キリストの福音を

土台として人生を築くことが，人生でいちばんの

幸せなのだと分かりました。

台湾，ファン・J，17歳

自分が決めたことに対して，周りの人

から疑問を投げかけられるのはつら

いことです。しかし，人があなたに疑

問を持つことと，あなた自身が自分

の証に疑問を持つことは違います。

証をしっかりもって答えてください。それが，あな

たにできる最善策です。相手の反応がよくないこ

ともあるでしょうが，真理はいつも勝利を収めます。

アメリカ，アラバマ州

マイケル・W，17歳
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「新
会員がこの世

から抜け出て

神の王国に入

るとき，多くのものを後

にしています。彼らは，

しばしば友人や家族さえ

も後にし，教会の標準と

相いれない社会的な関

係や生活様式をあきら

めなければなりません。

バプテスマの後，新会

員は研究，祈り，会員の

模範，養いを通して，神

の王国で聖徒たちと同

じ国籍の者となる方法

を学ぶ必要があります。」

十二使徒定員会
ロバート・Ｄ・ヘイルズ
「あなたが立ち直ったときには，
兄弟たちを力づけてやりなさい」
『聖徒の道』1997年7月号，
94参照

わたしなら，バプテスマを受けた理

由をこう話すでしょう。この教会が

真実であり，わたしが天の御父とイ

エス・キリストに愛されていて，御二

方の望みはわたしがみもとに戻るこ

とだと分かったからだと。永遠の命を信じ，いつか

自分の家族が永遠に一緒になれることを信じてい

ます。バプテスマは，天の御父や家族と再び一緒に

暮らすために歩む道の，最初の一歩です。わたしは

このことについて尋ね，真実であるという答えを受

けることができたので安心し，幸せを感じています。

チリ，イグナシオ・R，17歳

過剰に反応しないよう気をつけてく

ださい。よく話し合い，できるとき

はいつでもその場の雰囲気を和ら

げて，衝突を治めてください。愛を

伝え，安心させてあげてください。

あなたの信仰とは異なる部分があるかもしれませ

ん。しかし，意見の相違があるからといって，議論

をする必要はありません。結局，あなたの行いに

よって，あなたの決断が正しかったかどうか判断

されるでしょう。あなたが，良い方向へ変わってい

けば，彼らもそれに気がつくでしょう。

アメリカ，アイダホ州

リッキー・J，19歳

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたもの
であり，教会の教義を公式に宣言するものではありません。

質 問
「ある日，ニーファイ第一書7章12節を読むと，もし

わたしたちが主を信じる信仰を働かせれば，主は何で

もおできになると書かれていました。キリストを信じ

る信仰をどのように働かせればよいのでしょうか。」

あなたの意見を聞かせてください
質問に対する意見を，氏名，生年月日，住所，ワー

ドおよびステーク（または支部および地方部）を明

記のうえ，写真を添えて（写真掲載に対するご両親

の許可書とともに），下記まで郵送か電子メールで

お送りください。

あて先――Questions & Answers 11/06

50 E. North Temple St ., Rm. 2420

Salt Lake City, UT 84150-3220, USA

電子メールアドレス――

liahona@ldschurch.org

2006年11月15日必着で送付してください。■
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以下のメッセージから

訪問先の姉妹たちの

必要に合った聖句や

教えを祈りの気持ち

で選び，読んでくださ

い。自分の経験や証
あかし

を伝え，あなたが

教える人々にも同様に分かち合うよう

に勧めてください。

扶助協会に所属する祝福――扶助協

会では，神権者を支持し，支え，また，

神権者と一致して働くことの大切さを

学べるように姉妹たちを助けていま

す。そして，福音の儀式を受ける備え

をし，神殿の聖約に入れるように姉妹

たちを助けます。

教会に入ってからの年月の長短にか
かわらず，どうすれば神権の祝福を
受けることができるでしょうか。

教義と聖約84：35－

38──「主は言う。この

神権を受けるすべての者

は，わたしを受け入れるの

である。わたしの僕
しもべ

たちを

受け入れる者は，わたし

を受け入れるから

である。また，わ

たしを受け入れ

る者は，わたし

の父を受け入

れる。そして，

わたしの父を

受け入れる者

は，わたしの父

の王国を

神権の祝福を受ける

家庭訪問メッセージ

受けるのである。それゆえ，わたしの父

が持っておられるすべてが，彼に与えら

れるであろう。」

十二使徒定員会会員　ロバート・

D・ヘイルズ――「神の王国に入ると，

バプテスマを受けたばかりの会員であ

るわたしたちは，回復された神権を尊

ぶようになります。神権を尊び従順に

戒めを守ることは，改心の過程におい

て重要な要素です。成人男性であれ

ば，バプテスマの後すぐにアロン神権

を受けます。さらにある期間が過ぎ，

ふさわしければ，メルキゼデク神権を

受け，家族の一人一人が家庭で神権

の祝福を分かち合うようになります。女

性は扶助協会で歓迎され，姉妹たちの

輪に加わって祝福を受けます。……

バプテスマの後，少なくとも1年，誠実

に歩んで，主の神殿に参入する備えを

します。聖なる神殿において，神聖な

エンダウメントを受け，父なる神とその

御子イエス・キリストのみもとに帰るた

めには，どのように生活しなければなら

ないかを学びます。やがてわたしたち

は，この世から永遠にわたって結び固

めを受けます。」（「あなたが立ち直った

ときには，兄弟たちを力づけてやりなさ

い」『聖徒の道』1997年7月号，94）

どうすれば，扶助協会の姉妹と神権
者である兄弟が互いに支え合えるで
しょうか。
ピリピ1：27──「一つの霊に

よって堅く立ち，一つ心になって福音

の信仰のために力を合わせて戦い〔な

さい。〕」

大管長　ゴードン・B・ヒンクレー

――「教会の姉妹たちは兄弟たちと協

力して，主の大いなる業を推し進めて

います。……女性は神権者と同様の

欠かせない役割を担っています。地上

に神の王国を築くために，すべての人

が力を合わせて働くのです。わたした

ちは女性の能力を尊重し，女性が指

導力と強さを発揮し，任された組織の

管理運営を通してすばらしい結果をも

たらすように期待しています。神のす

べての子供たちに『不死不滅と永遠の

命をもたらす』業において（モーセ1：

39），神を助けてともに働く女性を，わ

たしたちは神の娘として支持し,支援し

ます。」（「汝
なんじ

もし忠実にして」『聖徒の

道』1985年1月号，86参照）

中央扶助協会会長会第一顧問　キャ

スリーン・H・ヒューズ――「扶助協

会は神により，預言者を通して，そし

て神権の権能の力により設立されまし

た。扶助協会が存在することは，教会

の組織に必要なことです。家族をキ

リストのみもとに連れて行こうと努力

する男性と女性は，それぞれ神権定員

会と扶助協会という組織にあって，と

もに協力し合います。わたしたち女性

は，教会における自分たちの役割が男

性の役割より劣っているなどと決して

考えるべきではありません。義にか

なった女性として神権を尊びつつ，女

性としての自らの神聖な召しを担う必

要があります。……仕え合い，愛し合

い，助け合うという女性の天与の召し

と〔そうしたいという女性の〕望みから，

扶助協会は発展していきました。主の

業において神権の儀式や導きが必要

なように，わたしたちの奉仕も必要と

されています。」（「主との聖約」『リア

ホナ』2003年11月号，108）■

絵
／
シ
ャ
ノ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン



末
日聖徒イエス・キリスト教会には，

定員はありません。教会は生命力

のあふれた，成長する組織です。

悔い改めて，バプテスマと確認の門を通り，

主の王国へ入ることを望むすべての人を，主

は歓迎されます。主はこのように言われまし

た。「神の前にへりくだって，バプテスマを

受けたいと願い，打ち砕かれた心と悔いる霊

をもって進み出て，自分のすべての罪を心か

ら悔い改めたことと，最後までイエス・キリ

ストに仕える決心をして進んでイエス・キリ

ストの名を受けることとを教会員の前に証明

し，また自分の罪の赦
ゆる

しを得るようにキリス

トの御
み

霊
たま

を受けたことをその行いによってま

ことに明らかにする人は皆，バプテスマに

よってキリストの教会に受け入れられる。」

（教義と聖約20：37）

これらの要件を満たし，バプテスマを受け

る人は，霊的に生まれ変わり，神の子になり

ます。「もし子であれば，相続人でもある。

神の相続人であって……キリストと共同の相

続人なのである。」（ローマ8：17）わたした

ちは地上で最もすばらしい家

族の一員となります。そし

て「御霊みずから，わ

たしたちの霊と共

に，わたしたちが神の子であることをあかし

して下さる」のです（ローマ8：16）。ペテ

ロはこの家族を「選ばれた種族，祭司の国，

聖なる国民，神につける民」と表現しました

（1ペテロ2：9）。富や知識，年齢や健康状態

のいかんにかかわりなく，すべての人が悔い

改め，バプテスマと確認を受け，この唯一無二

の家族の一員になるよう招待を受けています。

この新しい家族の一員になると，「ユダヤ

人もギリシヤ人もなく，奴隷も自由人もなく，

男も女もない。あなたがたは皆，キリスト・

イエスにあって一つだからである」というこ

とを覚えておかなくてはなりません（ガラテ

ヤ3：28）。この教会には社会的な階級は何

もありません。人に上下はないのです。なぜ

なら，神は「人を偏り見ない」御方だからで

す（教義と聖約1：35）。

この家族がどのようなものかについて，救

い主がアメリカ大陸を訪れられた後に，モル

モンは次のような美しい言葉で表現していま

す。「民の心の中に宿っていた神の愛のため

に，地の面にはまったく争いがなかった。

また，ねたみや紛争，騒動，みだらな行い，

偽り，殺人もなく，どのような好色もなく，

神の手によって造られたすべての人の中で，

彼ら以上に幸せな民は確かにあり得なかった。

強盗も人殺しもおらず，レーマン人とか

何々人とか言われる者もなく，彼らは一つで

あり，キリストの子であり，神の王国を受け

人は地上にある

神の王国に入ると，

それまでの伝統が

福音と相いれなければ

それを捨て去り，

新しい伝統を

取り入れます。
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す。什分の一は，老若男女，すべての

人が納めるものです。

わたしたちはしばしばこのように言

います。「什分の一は金銭的な原則で

はなく，信仰の原則です。」主はこのようにおっしゃって

います。「これをもってわたしを試み，わたしが天の窓を開

いて，あふるる恵みを，あなたがたに注ぐか否かを見なさい。」

（マラキ3：10）わたしたちは，すべてを与えてくださる

主に什分の一を納めるのを控えることはできないのです。

5．家族と個人の祈り 救い主は常に祈るよう命じられ

ました。わたしたちは祈りを通して，神の御子イエス・キ

リストの名により，天の御父と個人的に心を通わせること

ができます。祈りは必ず聞かれ，神御自身の方法により，

神が定められたときにこたえられます。たとえ，その答え

がわたしたちの願望や期待とは違うものであっても，わた

したちにとってはいつも祝福となります。食事をするとき

は必ず感謝の祈りをささげ，朝夕，家族や個人の祈りをさ

さげなくてはなりません。祈りを通してわたしたちは，天

の御父と御子イエス・キリストを知るようになります。御

二方を知ることは，永遠の命を得ることです（ヨハネ17：

3参照）。

6．月曜日の夜に「家庭の夕べ」を開く 月曜日の夜は，

ほかの活動をしないで，家族で一緒に過ごすために空けて

おくことになっています。聖文の勉強や楽しい活動をする，

家族の将来の計画を立てるなど，良い時を過ごし，それを

通して家族で一緒に，霊的に成長することができます。

家庭の夕べは，それぞれの家族の人数や必要に合わせて

行ってください。独身の人は，家庭の夕べのグループにつ

いてビショップや支部会長に尋ねてください。たとえ配偶

者や子供がいなくても，状況に合わせて家庭の夕べを行う

なら，祝福を受けることができます。

7．教会の召しを受ける 会員は皆，教会で兄弟姉妹に

奉仕する割り当てや責任を受けます。大管長会第一顧問の

J・ルーベン・クラーク・ジュニア管長（1871－1961年）

はこのように述べています。「主の業に携わるときに大切

なのは，どのような責任を受けて奉仕するかではなく，ど

のように奉仕するかです。」1 わたしたちは自分から召しを

望むことはありませんが，たとえ自分がその召しに適任だ

と思わなくても，奉仕する召しを決して断るべきではあり

ません。互いに奉仕することはすなわち神に奉仕すること

継ぐ者であった。」（4ニーファイ

1：15－17）

人は地上にある神の王国に入る

と，それまでの伝統が福音と相いれ

なければそれを捨て去り，新しい伝統とともに新しい文化

を取り入れます。イエス・キリストと主の預言者に忠誠を

示します。肉体や精神，霊を汚す古いものは過去に置き去

り，より良い生き方をしっかりと身に付けるのです。新し

い会員が取り入れることになるすばらしい伝統を，幾つか

紹介しましょう。

1．賛美歌を歌う 自分は声が良くないとか，努力をす

るのが大変だからと考えて，教会の賛美歌を歌うことを

躊躇
ちゅうちょ

する人がたくさんいます。「義人の歌はわたしへの祈

りである」と主がおっしゃっていることを覚えておいてく

ださい（教義と聖約25：12）。年齢にかかわりなく，思い

切って大きな声で歌いましょう。教会の家族の一員である

という気持ちが高まり，生活に御霊を招くことができるで

しょう。

2．すべての集会に出席する 日曜日には聖餐
せいさん

会などの

集会に出席します。週日には，そのほかの招待された集会

に出席します。集会に出席するのは，救い主についてより

多くのことを学び，バプテスマを受けたときに主と交わし

た聖約を聖餐を取ることによって新たにし，福音の重要な

真理について話し合い，また学ぶためです。同時に，この

新しい家族の兄弟姉妹と交わり，永遠の友情をはぐくむた

めの社交的な機会が得られます。

3．断食し，断食献金を納める 断食の律法は，わたし

たちの中の貧しい人や困っている人のために献金すること

により，慈愛，すなわちキリストの純粋な愛を教える，神

の方法です。健康状態に差し障りのない会員は皆，1か月

に1度の断食安息日に，食事を2回抜きます。その間は食

べ物や飲み物を取らないで，2回分の食費に相当するお金

を，困っている兄弟姉妹を助けるために，教会へ献金しま

す。祈りの気持ちで断食することほど，謙遜
けんそん

になり，主に

近づくのを助けてくれるものは，ほかにありません。

4．什分
じゅうぶん

の一を納める 什分の一とは全利益の10分の1

です。このお金は，わたしたちを慈しんでくださる主へお

返しするものです。そして，礼拝堂や神殿の建設，福音を

宣
の

べ伝える宣教師の派遣，教会書籍や教材の印刷，その他

多くの有意義な活動など，主の業を進めるために使われま
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であり，奉仕を通して同胞
はらから

と天の御父に対する愛は深まり

ます。

ゴードン・B・ヒンクレー大管長は，教会ではすべての

新会員に，友人と責任と神の善い言葉による養いが必要で

あると，何度も述べています。2 互いに奉仕することは，

この教会の最もすばらしい伝統の一つです。

8．神殿へ入るために備える 忠実な人だけが神殿，す

なわち主の宮へ入ることができます。神殿の中では，儀式

に参加し，自分自身と先祖のために聖約を交わします。清

くないものは神のみもとに行くことはできません。神殿に

入るには，ビショップとステーク会長（または支部会長と

伝道部会長）が署名した推薦状が必要です。神殿では，あ

らゆるものの中で最高の特権，すなわち神とキリストがお

住まいになる日の栄えの王国へ入るための，備えをするこ

とができます。「家族は永遠に」一緒にいることができま

すが，それは神殿の聖約と儀式を通してのみ実現します。3

9．毎日，聖文を研究する わたしたちは毎日聖文を研

究するように勧められています。預言者ジョセフ・スミス

はこのように述べています。「『モルモン書』はこの世で最

も正確な書物であり，わたしたちの宗教のかなめ石である。

そして，人はその教えを守ることにより，ほかのどの書物

にも増して神に近づくことができる。」（モルモン書序文）

確かに毎日，わたしたちは聖文を研究し，特にモルモン書

を読む必要があります。

10．「知恵の言葉」を実践する 神はその子供たちに，

健康に関する神の律法に従うことにより，肉体も霊も強く

なれると教えていらっしゃいます。わたしたちはあらゆる

アルコール飲料やたばこを取らないように勧められていま

す。お茶やコーヒーは体に有害であると教えられています。

有害な薬物は中毒になり，感覚がまひして，体に障害が生

じます。規則正しい運動は，賢明に行うならば，体が強く

なり，より長く生きることができます。この戒めを守る人

には，「そのへそに健康を受け，その骨に髄を受けるであ

ろう。また，知恵と，知識の大いなる宝，すなわち隠され

た宝さえ見いだすであろう。また，走っても疲れることが

なく，歩いても弱ることはない」という約束が与えられ

ています（教義と聖約89：18－20）。

新しい文化には，ほかにも多くの伝統

が伴いますが，以上の10項目を行うな

ら，わたしたちは互いに親しくなり，

主に近づくことができます。理解力と成熟度，

そして御父と御子の御
み

心
こころ

に従順に従う度合いが

増すにつれて，わたしたちは皆，これらの伝統

を熱心に取り入れるようになり，御父のすばら

しい家族の中にあって相続人になります。ペテ

ロはこれを大変分かりやすく述べています。

「すべての人をうやまい，兄弟たちを愛し，神

をおそれ……なさい。」（1ペテロ2：17）これ

らの特別な伝統は，わたしたち皆が属する新し

い家族，末日聖徒イエス・キリスト教会の中で，

永遠に続くきずなを築き，深めてくれるものな

のです。■

F・メルビン・ハモンド長老は，1989年から2005年まで

七十人会員を務めました。

注
1. “Not Where You Serve, but How，”

Improvement Era，1951年6月号，412

2. ゴードン・B・ヒンクレー「子羊を見いだし，

羊を養う」『リアホナ』1999年7月号，125参照

3. 『賛美歌』187番参照
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教
会の

組織と

プログラムは

すばらしい賜物
たまもの

です。

組織が

どのように機能するか

学ぶにつれて，

イエス・キリストの教会は，

弟子の道を歩む人を

助けるために

「うまく組み立てられ」て

いることが分かります。



末
日聖徒イエス・キリスト教会のワードに初めて出席

したローリー・ソロモンは，とても驚きました。教

会で会う人たちは皆，この上なく親しみやすく，親

切でしたし，そのうえ，皆が自分の聖典を持って来ていて，

どの集会でも聖文を読み，聖文について話し合い，聖文を

生活に取り入れる方法を学んでいるのです。ローリーは感

銘を受けました。それまで通っていた改革派ユダヤ教会で

は，ユダヤ教の「トーラ」という聖典がヘブル語で読み上げら

れていたのですが，ローリーに

はその内容がまったく理解でき

ませんでした。

次に教会に出席したとき，

ローリーは強い衝動に

突き動かされて，断

食証
あかし

会
かい

のマイクの前に

立ちました。礼拝堂の

中は，知らない人だら

けです。ローリーは，心

の中にある気持ち――

すでに確信に変わりつ

つあったその気持ち

を，言葉にしようとして

いました。そしてこう

言ったのです。「皆さ

んはわたしの家族で

す。」ローリーがバプ

テスマを受けたのは，

2001年，イリノイ州シカゴにおいてのことでした。

使徒パウロは，改宗することを，霊の家族を見いだすこと

にたとえています。「ところが，あなたがたは，このように以

前は遠く離れていたが，今ではキリスト・イエスにあって……

近いものとなったのである。……そこであなたがたは，もは

や異国人でも宿り人でもなく，聖徒たちと同じ国籍の者であ

り，神の家族なのである。」（エペソ2：13，19）

しかし，教会が真実だと分かることと，教会の慣習を理解

することとは別です。ローリーも，すぐそのことに気づきまし

た。新しい会員がたいてい経験するように，ローリーも，長く

集っている会員には当たり前の手順や慣習，専門用語に戸

惑いを覚えました。例えば，聖餐
せいさん

会では発言しないというこ

とを知りませんでしたし，「家庭・家族・個人を豊かにする集

会」という言葉を初めて聞いたとき，家族を連れて出席する

集会のことだと思いました。このような当たりまえとなってい

る事柄に慣れるのには時間がかかります。

だれの場合にも，改宗には少なくとも二つのプロセスが含

まれます。一つは非常に個人的なこと，すなわち，イエス・

キリストの回復された福音の真理を学び，受け入れ，新たな

信仰によって霊的に変わる，つまり改心することです。この

改心のプロセスとは，悔い改める，主と聖約を交わす，聖約

を守る，熱心に主の御
み

心
こころ

を行うなどの行為を生涯続けるこ

とです。その道を歩み続けるうえで，だれもが助けを必要

とします。そこで，末日聖徒同士のフェローシップという，も

う一つのプロセスが必要になるのです。これには，新しい

仲間に溶け込む，集会に出席する，活動に参加する，奉仕を

行う，奉仕を受けるといったことが含まれます。これを通じ

て，教会の各組織から霊的な改心に欠かせない助けを受け

ることができるのです。

「動」の教会で奉仕する
メリーランド州で敬虔

けいけん

なカトリック教徒として育ったジー
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教会機関誌

教会の慣習を知り，
自分の居場所を見つける
教会の慣習を知り，
自分の居場所を見つける



ン・ガードナーは，ビ

ショップといえば有給の

専任聖職者のことだと思って

いました（訳注――末日聖徒の「ビ

ショップ」を意味する英語の“bishop”

は，カトリック教会では「司祭」の意）。ですか

ら，ユタ州に引っ越して来て，向かいに住むトラック

運転手が，近所の末日聖徒イエス・キリスト教会のビショップ

だと聞いたとき，彼女は大変驚きました。2005年にバプテス

マを受けたガードナー姉妹は，今では，一般の教会員が管理

する，有給の専任聖職者のいない教会に属していることに感

謝しています。

マドゥ・メノンは，教会の召しを果たすことを通して，教会

の組織について理解を深めてきました。インド生まれで，ヒ

ンズー教の背景を持つメノン兄弟は，1984年に教会員になり

ました。メノン兄弟はこう語っています。「召しを受けて，積

極的に人を助けるようになりました。そうする中で，指導者

から，教会の組織や，与えられた責任の果たし方を教えても

らいました。ホームティーチングにしろ，福祉の割り当てにし

ろ，一つ一つの召しや奉仕の機会を通じて，教会の組織とは

どういうものか分かってきました。」現在，メノン兄弟はス

テーク高等評議員として奉仕しながら，教会に対

する理解をさらに深めています。
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祭司の責任を果たすことができます。そのほかに，長老は聖霊の
賜物
たまもの

を授けたり，病人を祝福したりすることができます。大祭司は
長老の責任に加え，ビショップリックや高等評議員，およびステー
ク会長会で奉仕することができます。
12歳以上18歳未満の男子は，このほかに若い男性という組織

に所属して福音を学び，健全な活動に参加します。
女性――教会の12歳以上18歳未満の女子は，若い女性という

組織に所属します。この組織では福音の原則を学び，健全な活動に
参加して，奉仕活動を行い，指導力を伸ばします。18歳以上の成
人女性は扶助協会に所属して，霊的に成長し，助けが必要な人
に奉仕します。
子供――3歳以上12歳未満の子供たちは，初等協会に

所属して福音の原則を学び，ほかの子供たちと一緒に楽
しい活動に参加します。1歳半以上3歳未満の子供た
ちは託児クラスに参加することができます。

すべての会員に居場所があります
教会では，会員は皆一つのグループ

に所属し，奉仕したり，奉仕されたり
する機会が与えられています。
男性――12歳以上の男性会員で，

神権に聖任されている人は，アロン神
権定員会またはメルキゼデク神権定
員会に所属します（教義と聖約第20
章；第107章参照）。

● アロン神権においては，ビショップまたは支部会長の指示の下，
執事は断食献金を集め，聖餐を配り，教師は聖餐の準備をし，ホー
ムティーチャーとして働き，祭司は聖餐の祝福とバプテスマを執行
し，ほかの祭司，教師，執事を聖任することができます。教師は執
事の任務を果たすよう割り当てを受けることができ，祭司は執事と
教師の任務を果たすよう割り当てを受けることができます。

● メルキゼデク神権においては，長老（18歳以上）は執事，教師，



自分から声をかける
普通の会員が人前で教えたり，話したり，祈ったりするこ

とは，前の教会でそのような経験をしなかった人にとっては，

不安材料になるかもしれません。アイリーン・フィゲレスは現

在，扶助協会中央管理会の一員として奉仕しています。責任

上，彼女は世界中の扶助協会の指導者を教えなければなり

ません。フィゲレス姉妹は，21歳のときにハワイで改宗しまし

た。初めて集会で祈るよう頼まれたとき，また，教師改善ク

ラスの一部を教える割り当てを受けたときに不安を感じたこ

とを，今でも覚えています。子供のころから通っていた仏教

徒の集まりでは，「僧侶がすべてをしていたので，わたしたち

はただ座って説法を聞けばよかったのです。」フィゲレス姉

妹にはクリスチャンの背景がなかったので，聖文を理解する

のが初めは困難でした。そんな気持ちを友人に打ち明ける

と，その友人は一緒に聖文を勉強しようと言ってくれました。

ほかの友人たちも，祈りの仕方を教えてくれました。

フィゲレス姉妹は，新会員にとって大切なのは，会員との関

係を築くために自分から声をかけることだと言います。「勇気

を出して，必要としていることを伝えて，会員たちに助けても

らうことが大切です。」フィゲレス姉妹はそう語っています。

新会員だったころを思い出すと，奉仕する相手に心を配る

という「本質」よりも「規則」に従って責任を果たすことに重点

を置きすぎていたと，フィゲレス姉妹は反省します。新たな

責任に重荷を感じて圧倒されないためにも，責任に取り組

むときには新しいことを学ぶ喜びに

心を向けるようにと，フィゲレス姉妹は勧めています。「わた

しにも，自分にはできないという気持ちや，怖いという気持

ちがありました。でも，御
み

霊
たま

と神様の愛を十分感じていたの

で，改心のプロセスを前進することができました。」フィゲレ

ス姉妹は当時を思い起こして，そう語ります。

「教訓に教訓」を受けて学ぶ
新しい会員はだれでも経験するのですが，教会について

学ぶには「教訓に教訓」を受ける必要があることをジャナ・

リースも知りました（イザヤ28：10参照）。1991年に宣教師

から福音を学び始めたとき，ジャナは長老派教会の牧師にな

るための訓練を受けていました。ある日曜日，彼女は姉妹宣

教師たちに感謝を示すために，レストランでの昼食に誘いま

した。宣教師は安息日には外食しないようにしていると優し

く説明しました。あれから15年が過ぎ，リース姉妹は教会の

召しを数多く経験しました。それでも，自分はまだ改心の途

上にあるとリース姉妹は感じています。「主の弟子になる道

は，生涯続く道であり，バプテスマの水から上がったときに

終わるのではありません。」リース姉妹はそう言います。「わ

たしはまだ改心を続けているんです。」

当時を振り返ると，新しい会員だった自分に手を差し伸べ，

霊的に進歩できるように関心を寄せてくれた人たちの存在が

何よりも大きな祝福だったと，リース姉妹は言います。今，

リース姉妹は，改宗者がキリストの弟子として成長できるよ

うに助け，心配事の相談に乗ってい

教会の頭
かしら

はイエス・キリストです。主は神権定員会を
通して，教会を統治する権能を拡大されます。神権定員会は，
各々定められた責任を与えられています。以下の役職にある男
性はメルキゼデク神権を持ち，中央幹部と呼ばれています（七十
人第三定員会から第八定員会の会員は中央幹部ではなく，地域七
十人と呼ばれます）。

● 大管長会は，大管長と顧問で構成される定員会であり，教
会全体を管理します。

● 十二使徒定員会は，世界中の教会の宗務を指導し，伝

道活動と教会プログラムの運営を監督します。使徒は「全
世界におけるキリストの名の特別な証人」です（教義と聖約
107：23）。

● 七十人定員会は，十二使徒の指導の下で働き，全世界に教会
を設立する助けをします。現在教会には8つの七十人定員会が置
かれています（民数11：16；ルカ10：1参照）。

● 管理ビショップリックは，アロン神権の会長会として機能
し，建物の建設，什分

じゅうぶん

の一献金，福祉サービスなどの実務を監
督します。

教会を統治する組織――
「使徒や預言者たちという土台の上に建てられている」
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ます。新しい会員のために祈ったり，ともに祈ったり，役に立

つ資料を上げたりしています。そうすることを貴重な祝福だ

と感じているのです。リース姉妹は，教会に慣れるまでの期

間が新しい会員にとってどれほど大変で犠牲を伴うものであ

るか，分かっていない人が多いと言います。そんなリース姉

妹は，初等協会の指揮者という正式な召しに加えて，改宗者

に手を差し伸べたり，新しい会員が教会の教えとプログラム

を通じてキリストの弟子になる決意を強めるのを助けたりす

ることが，自分の使命だと感じています。

新しい会員の大きな貢献
ゴードン・B・ヒンクレー大管長は，教会について学んでい

る人々に，こう述べました。「その源が

何であれ，皆さんがこれまで受けて

きた徳と善のすべてを携えて，わた

したちのところへおいでください。そ

して，それにわたしたちが何か付け

加えることができるものかどう

か，見ていただきたいと願っ

ています。」1 回復された福

音は，新たに改宗した人々

がすでに得ている真理

に新たな真理を付け加

えます。一方で，改宗

した人々は，回復され

た教会に強さを加えて

くれるのです。

「改宗者の皆さんに分

かってもらいたいのです。

皆さんのおかげで，教会

はどれだけ豊かに，美し

くなっていることでしょう。

これは，皆さんのいろいろな

経験，背景，才能のおかげで

す。」リース姉妹はそう言い

ます。「新しい会員は，新鮮

で力強い証を持っています。

それが，教会全体を霊的に

活性化させてくれます。しか

し，そのような証は，多くの

場合，大きな心痛を通じて

生まれるものなのです。

実際のところ，わたしたちは全員改宗者です。教会員として

生まれ生涯福音を教えられてきた人たちも，自分自身で決断

しなければならない時が必ず来るのです。」

使徒パウロは自分自身が改宗した後，比喩
ひ ゆ

を用いて教会

員一人一人の人生と教会の組織との関係について教えまし

た。「あなたがたは，使徒たちや預言者たちという土台の上

に建てられたものであって，キリスト・イエスご自身が隅のか

しら石である。このキリストにあって，建物全体が組み合わ

され，主にある聖なる宮に成長〔する。〕」（エペソ2：20－21）

教会の組織とプログラムは，すばらしい賜物
たまもの

です。それらを

通して，わたしたちは皆，教会員歴の長短にかかわらず，信

仰を共にする者としての友情を深め，イエス・キリストの福音

に対する確固たる証を築く努力をし，弟子の道を歩んで行く

ことができるのです。■

注
1. 「わたしたちの信仰の驚くべき基盤」『リアホナ』2002年11月号，81

知っておくと役立つそのほかの大切な言葉
以下は，教会の組織に関連した重要な言葉です（48ページも

参照）。
ワード――定められた地理的範囲に住む教会員で構成される

地元会員の集合体。
支部――ワードに似ているが，ワードより会員数が少なく，

プログラムの範囲が限られている。
ビショップリックまたは支部会長会――ビショップまたは支

部会長と，二人の顧問で構成され，ワードまたは支部の会員とプ
ログラムを管理する。
ステーク――数個のワードで構成される管理上の単位。
地方部――数個の支部で構成される管理上の単位。
ステーク会長会または地方部会長会――ステーク会長または

地方部会長と，二人の顧問で構成され，ステークまたは地方部
の会員とプログラムを管理する。
ステークセンター――ステーク会長会が使用する事務室と一

つ以上のワードが入っている建物。
ステーク高等評議会――ステーク会長会がステークにおいて

主の業を監督できるように助ける組織。12人の男性で構成さ
れる。



小さな町で伝道する二人の宣教師から前の晩に

教わりました。建物に近づくにつれ，その「何か」

がわたしをせき立てるのです。

わたしが玄関に着くと，一人の長老がドアを開

けて，中に入るよう合図してくれました。その部屋

はわたしの寝室ほどの広さで，壁はしっくいを

塗った質素なものでした。その小さな部屋にあっ

た家具と言えば，いすが４列に簡素な木のテーブ

ルがあるだけで，そこにパンと水のトレイが一つ

ずつ置かれていました。窓には白いレースのカー

テンが掛かっていました。

部屋は小さく，知っている人はいませんでした

が，わたしの心に最初に浮かんだのは，「やっと

我が家に戻って来た」という思いでした。

わたしが座るとすぐに聖餐式が始まりました。

皆が「主のみたまは火のごと燃え」（『賛美歌』3番）

を大きく明瞭
めいりょう

なドイツ語で歌い，わたしはその調

べに懐かしさを覚えながら歌いました。この賛美

歌がわたしにこれほど大きな衝撃を与えたことは

かつてありません。

わたしは，雨の降る外の通りを歩く人たちに笑

顔で踊りながらこう言いたい気分でした。「分か

らないの？ この教会が真実だって分からない

の？ すばらしいじゃない？」

聖餐の祈りが始まり，わたしは頭を下げてよく

知っている祈りをドイツ語で聞きました。わたしは，

一言
ひとこと

一言をかみしめるように，熱心に聴きました。

そしてもう一度「やっと我が家に戻って来た」と感

じました。

プラスチック製の聖餐のトレイが回って来たとき

には，涙が込み上げてきました。集会に集まった

人は少なかったものの，御
み

霊
たま

を強く感じました。

ほかの人たちも泣いていました。御霊が胸の中

で燃え，幸福感に包まれるのを感じました。そん

なことは初めてでした。

わたしはレースのカーテン越しにどんよりとした

外を見て，涙混じりにほほえみました。あのときわ

たしは，家族から何千キロ離れていても，教会に

来れば我が家にいるような気持ちになれるのだと

悟ったのです。■

日
曜日用のドレ

スに身を包ん

だわたしは，

車から降りると傘を広

げました。ホームステイ

先のお父さんは，ほほ

えむと赤れんがの建物

を指さして，「ダス・ゲボ

イデ・ドルト・ドゥリュー

ベン（あそこの建物だ

よ）」と言いました。わた

しは彼に礼を言い，その

車が広い道路に戻って行

くのを見守りました。

合衆国の家を離れて

ドイツに来たとき，わたし

に教会は要らないと思い

ました。最初の2週間，

聖餐
せいさん

会に出席しなくても何

も感じなかったのですが，

この2週間は，週末が来る

度に，「何かが足りない」こ

とに気づくようになりまし

た。集会所の場所

は，ドイツのこの
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30年前にジュディーと初めて会ったとき，彼女が教会員に

なって4年しかたっていないとは思

いもしませんでした。教会では重要な責任を果たしてい

て，わたしはてっきり教会員の家庭で育ってきたのだと思

いました。

3年前，ローラはステーク大会ですばらしい開会の祈り

をささげました。祈りの後で，わたしたちはローラがほん

の数か月前にバプテスマを受けたことを知りました。わた

しはこう思いました。「驚いた。すごく成長したんだね。」

ジュディーとローラの新しい改宗者としての経験を聞い

たとき，二人が予想以上に困難に満ちた新会員としての

生活を送ってきたことを知りました。二人の経験は，

多くの，いえ，ほとんどの新しい改宗者と共通す

るものです。

困難はあります
ジュディーはこう言います。「自分の所属する教

会が変わるだけではありません。生活そのものが

変わるのです。バプテスマを受けた後で『ほんとう

にわたしにできるかしら』と自問していました。」

ローラもうなずきます。「こんなに大変だとは

思いませんでした。」

重要なのは，困難に遭ったり，圧倒されたりし

ていると感じるのは自分だけではないと認識す

ることです。同じ経験をした人がたくさんいるこ

とを知るだけで，今の状況を堪え忍ぶことがで

きます。当惑したり，恥ずかしく思ったりせずに，

ビショップまたは支部会長，ホームティーチャー

や周りの教会員に助けを求めてください。そして

最も重要なのは，主の助けによってそれを成し

遂げられるという真の希望を持つことです。

主はあなたを見捨てるために御自分の教会

に導かれたのではありません。「主が命じ

られることには，それを成し遂げられるよ

うに主によって道が備えられており，それ

でなくては，主は何の命令も人の子らに下さ

れないことを承知しているからです。」（1ニー

ファイ3：7）

無知は恥ずかしいことではない
無知は恥ずかしいことでも，罪でもありません。

覚えなければならない新しい言葉や用語があること

に，困惑することがあるかもしれません。（什分
じゅうぶん

の一の年末面接？）教会の組織はすべて特有の

ものです。（ステーク高等評議会？）聖文を読

んだり，示された箇所を探したりすることは，初

めは難しいかもしれません。（オムナイ書はどこ

ですか？）教会には，あなたが知らなかった責

任，すなわち召しがあり，突然その一つを受け

るように求められるかもしれません。（若い女性

の書記は一体何をするのですか？）

心配しないでください。主は，あなたが知ら

ないことに対して非難されることはありません。

しかし主は，あなたの心の思いを読むことのお

できになるただ一人の御方です。ほかの人には

あなたの心を読むことはできないので，質問す

ることを恐れないでください。あなたが歩み

寄って教会で友達を作り始める中で，信頼の置

ける人を見つけてください。質問に答えること

改宗とは

一つの出来事ではなく，

過程である。

新しい証
あかし

とは

若い苗木のようなもので，

可能性に満ちているが，

時間と慎重な養いが

必要である。

ラリー・ヒラー

教会機関誌

困難を乗り越える
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ができ，物事を説明できる教会員の友人です。

そのような助言者を見つけることが難しけれ

ば，ビショップまたは支部会長に助言者を見

つけるのを助けてもらいましょう。もし召しを

もらったら，あなたの務めを説明してもらい

ましょう。入手できる手引きやその他の資料

などについて尋ねましょう。

そしてジュディーが言うように，「少しずつ

知識を増していくのです。基本から始めま

す。」それから忘れないでほしいのは，あな

たにはこれから福音を学ぶうえで大切な基

礎がもうすでに備わっているということです。

つまり教会が真実だと知っているのです。

失望に対処する
時には，自分自身に失望することもあるで

しょう。あなたはバプテスマと確認の儀式に

よって清められましたが，完全になったので

はありません。ほかの教会員についても同じ

ことが言えます。だれもが間違いを犯すので，

悔い改めて聖餐
せいさん

を受け，バプテスマの聖約を

新たにする必要があります（これらの聖約に

関する詳細は，10ページのジェフリー・R・

ホランド長老の記事参照）。わたしたちが悔

い改めてより善い人になろうと励むとき，聖

霊はさらに清くなれるように助けてくださいま

す。わたしたちは罪を犯したいと思わなくな

ります（モーサヤ5：2参照）。贖
あがな

いの力は，わ

たしたちの性質を変え始めるのです。

ローラは次のように言います。「今は教会員

人
生における嵐

あらし

を切り抜けることで

木は強くなる。

忠実な養いと忍耐の報いは，

実り多い生長と

「どんな甘いものよりも甘い」豊かな収穫

なのである（アルマ32：42参照）。
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でいることが，もっと楽になりました。天のお父様は正しいこ

とをしたいという望みを強めてくださいました。いろいろなこ

とをもっと簡単に，自然にできるようになってきています。」

ほかの教会員の不完全な部分が浮き彫りになっても，ロー

ラは人の不完全さはあまり気にしないと言います。「批判的

にならないように懸命に努力しています。人のありのままを

受け入れようとしています。皆が最善を尽くしているのです。」

負いやすいくびき，軽い荷
救い主はすべての人を次のように招いておられます。

「すべて重荷を負うて苦労している者は，わたしのもとに

きなさい。あなたがたを休ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへりくだった者であるから，わたしの

くびきを負うて，わたしに学びなさい。そうすれば，あなた

がたの魂
たましい

に休みが与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷は軽いからであ

る。」（マタイ11：28－30）

くびきとは，1頭ではとても負い切れない重荷を，2頭で公

平に難なく分けるための道具です。家畜が畑を耕したり，荷

車を引いたりする多くの地域では，今でもくびきが使われて

います。

救い主のくびきに関して，教会の第14代大管長であるハ

ワード・W・ハンター大管長（1907－1995年）はこう語ってい

ます。「主のくびきを引くには，大きな，熱心な努力を必要と

します。しかし，心から改宗した人にとってそのくびきは負

いやすく，荷は軽いのです。……

人生の重荷は人によって明らかに異なりますが，わたしたち

は皆重荷を背負っています。……要するに，キリストは一人一

人に，そしてすべての人類にこう呼びかけておられるのです。

『皆が何らかの重荷を負い，くびきを負わなければならないの

であれば，わたしのくびきを負ってはどうだろうか。わたしのく

びきは負いやすく，わたしの重荷は軽いと約束しよう。』」1

改宗は一つの出来事ではなく，過程です。天の御父は忍

耐強く，親切で，情け深い御方です。御父は御
み

霊
たま

の賜物
たまもの

を

「〔主〕を愛して〔主〕のすべての戒めを守る者たち」だけでな

く，「そうしようと努める者たち」にもお与えになります（教義

と聖約46：9，強調付加）。自分の知っている事柄に従って生

活すれば，さらなる知識と力が与えられるでしょう。あなたが

今までに築けなかった自分を，主に築いていただきましょう。

主は次のように約束しておられます。「わたしの前にへりくだ

疑 問 が 生 じ た ら

疑問は自然なものです。心に浮かぶものもあれば，人から来

るものもあります。その出所にかかわらず，疑問にうまく対処す

るための，長年試されてきた方法が幾つかあります。

1．今までにあなたが得た霊的な経験を思い出しましょう。

オリバー・カウドリは，モルモン書が翻訳されるほとんどの期間，

ジョセフ・スミスの筆記者を務めていました。オリバーは預言者

ジョセフの金版に関する証が真実であることをすでに知ってい

ました。しかし，オリバーは主からさらなる証を望んでいるよう

でした。主は預言者ジョセフを通してオリバーに次のように勧告

されました。

「あなたはこれ以上の証を望むならば，これらのことが真実で

あるのを知ろうとして心の中でわたしに叫び求めた夜のことを

思い出しなさい。

わたしはこの件についてあなたの心に平安を告げなかったで

あろうか。神からの証よりも大いなる証があるであろうか。」（教

義と聖約6：22－23）

主はわたしたちが御霊によってすでに受けた証を覚えておく

よう望んでおられます。

2．忍耐強くありましょう。 理解できないことに直面したら，

忍耐強くありましょう。すでに知っていることにしっかりとつか

まりましょう（つまり，覚えておきましょう）。ローラはこのように

語っています。「わたしはすでに知っていることにしっかりとつ

かまって，惑わされないようにします。そして祈りの中で求め続

けています。主はわたしの準備ができたときにこたえてくださ

るからです。」

3．信仰を養い，疑念を振り払いましょう。 祈り，聖文を研究

し，戒めを守り続けるなら，証がさらに強められるでしょう。アル

マはこの過程を，種を養うことにたとえています。この種はやが

て芽を出し，甘く好ましい実をつける木に生長するのです（アル

マ32：28－43参照）。疑いを大きくすることは逆の結果を生

み，証はしおれてしまいます。

るすべての者に対して，わたしの恵みは十分である。もし彼

らがわたしの前にへりくだり，わたしを信じるならば，そのとき，

わたしは彼らの弱さを強さに変えよう。」（エテル12：27）■

注
1. 「わたしのもとに来なさい」『聖徒の道』1991年1月号，19
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プラグラムは数年かけて

完成させ，目標を定めて

達成していくことを学び，

まだ身に付けていない

大切な技術を伸ばして

いくのに役立ちます。

毎日聖文を研究し，頻繁に祈る。祈りと聖文

研究を通して，質問に対する答えを受け，試練

の中で慰めを受けることができます。祈りの中で，

受けている祝福に対して感謝を表しましょう。

聖霊の促しに耳を傾けることを学ぶ。聖霊の

賜物
たまもの

は確認のときに皆さんに与えられました。

聖霊からの促しを理解し，それにこたえ

ることを学んでいくと，あなたに対

する神の愛を感じ，霊的な

成長を経験するで

しょう。■

2,00 m

1,80 m

末 日 聖 徒 の 若 人 と な る末 日 聖 徒 の 若 人 と な る

アイデアリスト
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プテスマと確認の儀式を受けるとい

うあなたの決心は，何とすばらしいも

のでしょう。教会の新しい会員として，

これからの人生でたくさんの幸せな経験をす

ることでしょう。以下の活動やプログラムは，

皆さんが学ぶうえで役立ち，人生のあらゆる側

面で指針を与えてくれるものです（子供のため

のアイデアは「フレンド」16ページ参照）。

アロン神権／若い女性に出席する。毎週日曜

日，あなたはワードや支部のほかの青少年と，

男性はアロン神権の集会，女性は若い女性の

集会にともに集います。毎週，皆さんの年齢に

合ったレッスンが行われます。

家族とともに家庭の夕べを開く。末日聖徒

になるということは，より善い人になるというこ

とでもあります。家庭の夕べは，皆さんが家族

とともに福音を勉強することで，家族にもっと

親切になり，愛をもって接することを学ぶ機会

となります。

ミューチャルに行く。週に1度，青少年と指

導者が集まり，グループやクラスの活動を行っ

たり，奉仕やスポーツに参加したりします。皆

さんはミューチャルですばらしい人と知り合

い，友達になり，楽しむ機会が得られます。

セミナリーに出席する。14歳から17歳であ

れば，セミナリーに出席することができます。

セミナリーではすばらしい教師から，同世代の

クラスメートとともに，聖文を深く学ぶことがで

きるのです。たとえ出席するために早起きしな

くてはならないとしても，想像以上に多くのこ

とを学べるでしょう。

『成長するわたし』または『神への務めを果た

す』プログラムに取り組む。皆さんは若い女性

またはアロン神権指導者から，『成長するわたし』

または『神への務めを果たす』という小冊子を

もらい，そのプラグラムについての説明を受け

ることでしょう。両親や指導者が，取り組む目標

と経験を選ぶのを手伝ってくれます。これらの



高架下の信仰
グレッグ・カールソン

わ
たしはワシントン州シアトル

郊外の小さな町で育ちまし

た。大都市に比較的近い町

でしたが，規模は小さく，伝道資金を

稼ぐ機会は非常に限られていました。

それでも，近隣には農場経営者がたく

さんいたので，弟とわたしはアルファ

ルファの干し草を州東部の大きな農場

から，カスケード山脈を越えて地元の

小さな農場に運ぶ仕事をすることにし

ました。わたしたちは使い古しの壊れ

たトラックを修理し，9,000キロの干し

草を運べるようにしました。そして何

度も父と一緒に試運転を行い，自分た

ちだけで運転を行う前に問題をすべ

て解決できるようにしました。

ある朝早く，弟とわたしは初めて二

人だけで出かけました。峠は無事に越

えましたが，干し草を積むのに手間取

りました。ようやく干し草を満載して，

再び山を越えて帰ることになりました。

帰りは何事もなかったのですが，途

中で小雨が降りだしたことに気づきま

した。わたしたちはすぐに立体交差を

見つけ，小雨が本降りになる前に高架

下に車を止めました。干し草を覆うた

めの防水シートをまだ購入できていな

かったのです。アルファルファはぬれ

ると腐り，すぐにかびが発生するので，
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動物の飼料にならな

くなってしまいます。

もしこの干し草がだめに

なってしまったら，わたした

ちが今までしてきた仕事は失

敗に終わってしまうでしょう。

かなり長い時間，わたした

ちは高架下で雨がやむのを

待っていました。しばらしくして，

祈れば主が助けてくださることに

気づきました。そ

こで弟が祈り，わた

したちは待ちまし

た。雨はやみませ

ん。恐らく兄であ

るわたしが祈るべ

きなのかもしれな

いという結論に達

しました。しかし雨

は激しくなる一方

です。待っていた

時間は，まるで永遠

のように感じられま

した。もしこの高架

下を離れたら，

次に雨宿りできる所は1時間ほど

先の場所で，自宅まではそこか

らさらに1時間かかることを承

知していました。

やがてどちらかが，奇跡は

信仰によって生じるという勧

告を思い出し，信仰を働か

せる必要があることに気

づきました。わたした

ちは主を信頼し，高架

下を離れました。高

架下からゆっくり抜け

出すときにトラックの

ボンネットの上に落

ちた一つ一つの雨

粒は，今でもわた

しの目に焼きつい

ています。信仰が厳しく試されたとき

でしたが，トラックの運転席が高架下

から外に出るころには雨がやんでいた

のです。それからの帰り道の2時間は

ひたすら祈りと感謝をささげました。

わたしたちは積荷を良い状態に

保ったまま家に帰ることができました。

そしてトラックを納屋に入れているその

とき，待っていたかのように空からど

しゃぶりの雨が降りだしました。わたし

たちの仕事はうまくいき，弟もわたしも

伝道資金をためることができました。

すべての祈りがこのような形でこた

えられてきたわけではありませんが，

雨の降る中，高速道路の高架下に座っ

ているときに弟とわたしが学んだ，信

仰についての教訓にとても感謝してい

ます。■

もう二度と
教会には行かない
オレグ・バラバシュ

「も
う二度と教会には行かない。」

教会に行かなくなって2か月

以上たったときにはそう

思っていました。ウクライナのリビフで

改宗したばかりのわたしは，孤独感を

味わい，教会に行かなくなりました。

教会に友達が一人もいなかったので，

教会に出席するとほとんど毎回独りで

座っていました。だれもわたしに関心

を持っていないのだと思っていたの

で，教会に行かなくなったのです。友

達は教会外の人ばかりで，次第に自分

も彼らと同じように酒を飲み，たばこ

を吸い，不適切な言葉を使うようにな

りました。

ある日曜日の午後，友人たちと酒を

飲み，世俗的な話をしていると，

が

祈っても

雨は

やみません。

わたしが祈ると，

ますます

雨脚が強まりました。

弟

末日聖徒の声



宣教師がわたしに会いに来ていると

兄が伝えに来ました。教会のだれか

が自分を覚えていたことに驚きまし

た。酒に酔っていたわたしは，そのよ

うなところを宣教師に見られたくない

と思いましたが，同時に彼らに会いた

いという強い気持ちもありました。少

しためらった後，宣教師と会うことに

しました。シャムウェー長老とフリスト

フ長老は会えたことを喜んでくれまし

た。わたしは酔っていないふりをしま

したが，二人は気づいていたことで

しょう。宣教師が帰ってから，わたし

は「自分のしていることが間違ってい

る」と何かが訴えかけるのを感じ，嫌

な気持ちになりました。宣教師はもう

二度と来てくれないと思ったのです。

数日後，再び友人たちと出かけまし

た。途方に暮れ，絶望を感じていたた

め，わたしは飲み続け，よくない振る

舞いをしていました。宣教師がまた来

ていると，兄がわたしを呼びに来たと

きにはほんとうに驚きました。今回は

家に帰りたくないと思いました。自分

を恥ずかしく思ったからです。しかし，

帰るように友人たちから説得されまし

た。宣教師はわたしに会えたことを喜

んでくれました。少しだけ話をして，

彼らはまた来ると言いました。

次の週はあっという間に過ぎていき

ました。今度は仲間と出かけませんで

した。宣教師が来ると分かっていたか

らです。宣教師と会うのを待ち遠しく

思いました。彼らが来たとき，友達と

いるときには感じられない何かを感じ

ました。帰りがけにシャムウェー長老

がこう言いました。「オレグ，伝道部会

長が金曜日の夜に支部を訪ねて来るん

です。とてもおもしろい話をしてくれま

すよ。よかったら聞きに来てください。」

「はい，行きます。」しかし，そう

言った後で，わたしはこれまでしてき

たことのために，自分は教会に行くの

にふさわしくないのではないかと不安

になりました。でも，宣教師との約束

を破りたくはありませんでした。

支部の集会所に着くと，だれもがわ

たしに会えたことを喜んでくれました。

会員たちは，わたしのことを忘れては

いなかったのです。伝道部会長は，義

にかなった人となり，あらゆる戒めを

守るように努力することの必要性につ

いて話をしました。話を聞いていると，

何かが心を刺し貫きました。そんな気

持ちは久しく感じていませんでした。

穏やかで落ち着いた気持ちでした。

わたしは御
み

霊
たま

を感じていたのです。

涙が込み上げ，心の中で悔い改めを

叫び求めました。ずっと自分に欠けて

いたものが何だったのかが分かりまし

た。わたしは御霊を必要としていたの

で，これからは教会に集おうと決意し

ました。

数週間後，支部会長から話をしたい

と言われました。支部会長はわたしの

近況を尋ねました。わたしは泣きだし，

何が起きたのかを話しました。支部会

長はとても優しく，神権の祝福が必要

かどうかを尋ねてくれました。祝福の

中で，わたしは戒めを守るためにあら

ゆる努力をすることを条件に，大きな

祝福を約束されました。

後にわたしは若い男性のアドバイ

ザーに召されました。そして1年後に，

専任宣教師としてイギリスで伝道する

召しを受けました。現在はブリガム・

ヤング大学で勉学に励みつつ，プロボ

の宣教師訓練センターで働いていま

す。以前は，このような祝福が得られ

るなど夢にも思っていませんでした。

わたしは教会に戻る機会があったこ

とをうれしく思い，感謝しています。わ

たしの生活を変えてくれたイエス・キ

リストの福音に感謝しています。■

自分の
正しい居場所
フランシスコ・ハビエル・ララ・
エルナンデス

わ
たしはこれまで，ブリガム・

ヤングの指揮の下にソルト

レーク盆地に到着した開拓

者の話を何度も聞いてきました。わた

しはメキシコに住んでいますが，わた

し自身の話も開拓者の話に似ていま

す。わたしは真実の教会と人生の目的

を見いだすために祈っていました。そ

して友達の一人であるサンドロが宣教

師を紹介してくれ，すぐに彼らの話を

聞くようになりました。ある日，宣教師

が末日におけるイエス・キリストの教会

の回復について教えてくれているとき

に，わたしは突然大きな喜びに包まれ

ました。わたしはヤング大管長が「ま

さにこの地です。さあ，行きましょう」

と言ったように，目的地を見いだした

ことを悟りました。

しかし開拓者と同じように，わたし

も行き着いた場所に順応していかな

くてはなりませんでした。教会はわた

しにとって未知の世界で，すばらしい

ところではありましたが，新天地でも

あったのです。服装や話し方や振る

舞いなど，すべてがなじみのないもの

でした。教会で普通に使われる言葉

の意味が分からないこともありました。

例えば，自分より教会に長くいる人と

話しているとき，だれかについて「強

い教会員」と言い表すことがあります。

義にかなっていて，ほかの人に対して

模範となるような人のことを指してい

るのですが，「強い」という言葉に対す

るわたしのイメージは異なっていまし

た。ほかの人たちにとっては当たり前
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の言葉だとしても，わたしは一から学

ばなくてはなりませんでした。

求道者から活発な会員になってい

く期間は，楽なものではありませんで

した。幸いなことに，開拓者同様，わ

たしは決して独りではありませんでし

た。サンドロや理解あるほかの会員た

ちがいつもそばにいてくれて，どんな

簡単な質問にも分かりやすく答えてく

れました。また，わたしが進もうとして

いる道の案内役となってくれました。

指導者たちは関心を示し，わたしがふ

さわしい状態にとどまり，神権を受け

るのを見守ってくれました。おかげで

わたしは後にビショップの顧問として

奉仕することができました。教師たち

はわたしが神の良い言葉で養われる

ように教えてくれました。今になって

気づくことは，主はこのような善い人々

を通して，わたしが教会にしっかりと

とどまっていられるよう助けてくださっ

ていたのです。

今では，家族の中で教会員なの

はわたしだけではありません。

教会員として生活してきた

年月は，宣教師として過

ごした2年も含めて，とて

もすばらしいものでした。

主と主の預言者ヤング

大管長のおかげで，開拓者

たちはソルトレーク盆地に

定住し，山脈地方における力強い民と

なりました。偉大な男女がそれを可能

にしました。同じようにわたしも教会

にしっかりととどまり，成長し，天の御

父のもとに帰る機会

を得るために必

要な助けを受

けてきたの

です。■

開
拓者同様，

わたしは

決して独り

ではありませんでした。

サンドロや理解ある

ほかの会員たちが

いつも

そばにいてくれて，

質問に

答えてくれました。



孤独を感じているのはわたしだけでしょうか。あなたの

ワードや支部の中では，最近改宗したのはあなただけかもし

れません。しかし，世界各地では毎年20万人以上の人が教

会に加わっています。あなたのワードや支部の会員たちも，

あなたが改宗したことを喜んでいます。あなたはレッスンや

集会の中で，会員たちが自分の改宗したときの気持ちについ

て話すのを聞くことがあるでしょう。また，『リアホナ』でも改

宗した人々の経験について読むことができます。

自分に期待されている事柄がすべて行えるでしょうか。教

会ではなすべき事柄は多くあり，圧倒されることもあるでしょ

う。以前の教会で出席する集会が少なかった場合は，なおさ

らそう感じるでしょう。しかし，主はわたしたちが能力を最大

限に発揮するように望まれているので，キリストのような生活

ができるよう，数々の機会を与えてくださいました。忠実に参

加してください。長い時間がたつ間にはたくさんの事柄が達

成できます。その数の多さにいずれ驚嘆する日が来るでしょう。

どのようにして神殿に参入する準備をすればよいのでしょ

うか。新会員としてあなたが掲げる最も重要な目標の一つは，

神殿で自身のエンダウメントを受け，家族の結び固めを受ける

ことです。簡潔に言うと，エンダウメントとは天の御父と聖なる

約束を交わし，天の御父から祝福を受けることです。結び固

めを受けるとは，神権の権能と自分自身のふさわしさを通して

祝福を受け，永遠に家族とともにいられることです。

神殿は神聖な場所ですから，参入するにふさわしくあり，

神殿で学ぶ事柄を受け入れる準備ができていなければなり

ません。ビショップまたは支部会長から，神殿準備のための

クラスに出席するよう勧められるかもしれません。神殿に参

入する準備のために引き続き什分
じゅうぶん

の一を納め，教会指導者

を支持し，罪や悪事を悔い改め，毎週教会に出席し，知恵の

言葉と純潔の律法を守り，証
あかし

を強める必要があります。

12歳以上の人がバプテスマと確認を受けて教会員になる

と，間もなくビショップあるいは支部会長の面接を受けて，限

定推薦状を受けることができます。これは，死者のためのバ

プテスマや確認の儀式を行うための推薦状です。成人はバ

プテスマを受けて1年たつと，神殿でこれまで以上の祝福や

聖約を得るために努めることができます。ビショップまたは
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これからどうすれば
よいのでしょうか

末日聖徒になると生活が大きく変化します。
しかし，様々な情報が役立ち，
また，たくさんの会員の助けがあるでしょう。
以下は新会員がしばしば疑問に思う事柄に
対する答えです。

リチャード・M・ロムニー，ビクター・D・ケーブ

教会機関誌



支部会長，ステーク会長または伝道部会長か

ら面接を受ける手配をしましょう。もしあなた

がふさわしく生活し，準備ができていれば，あ

なたが神殿に参入するための推薦状に，これ

らの指導者の署名が得られるでしょう。

家族歴史とは何ですか。家族歴史とはあな

たと先祖の人生の記録です。教会員は家系図

や日記，個人の履歴を含めた家族の記録を保

存し，調べるように勧められています。このよ

うな記録があれば，亡くなった人 も々神殿の祝

福が受けられます。家族の歴史を記すなら，

あなたやあなたの子孫は永遠に続く家族関係

に感謝するようになり，自分の霊的な経験を記

録するうえでも役に立つでしょう。例を挙げる

と，自分のバプテスマと確認について思い出し

てみて，そのときに感じた気持ちや思いを書き

留めるのです。そのような出来事について記

録すれば，あなたや子孫はあなたの霊的な記

録を重宝するでしょう。

ワードまたは支部の家族歴史スペシャリスト

は，あなたに手を貸したいと願っています。ま

た，教会の家族歴史ウェブサイト http://

www.familysearch.org を参照してもよいでしょ

う（訳注――このサイトは英語のみのサイトです）。

どうすれば教会の中で友人ができるでしょう

か。あなたはすでに友人に囲まれています。

教会に入るということは，愛にあふれる仲間の

大きな輪に加わるということです。ビショップ

や支部会長，その顧問，ほかにも指導者や会員

たちが，福音の中であなたが喜びを見いだせ

るように心から願っています。神権を持つ二人

の男性があなたのホームティーチャーになりま

す。彼らは少なくとも月に1度，あなたを訪問し

て福音のメッセージを伝えます。あなたが女

ビショップは
あなたの友人です
ビショップまたは支部

会長と親しくなりましょう。

ビショップはワードを，ま

た支部会長は支部を管理

する神権指導者で，青少年

に対して特別な責任を

担っています。会員はビ

ショップや支部会長から面

接を受け，神殿や祝福師の

祝福に備える方法を学び

ます。さらに，人に奉仕す

る機会について教えられ，

福音を学習するための資

料を受け取ります。ただし，

資料は別の指導者から受

け取ることもあります。

総大会
教会では毎年 4 月と

10月に総大会が開かれま

す。総大会では2日にわ

たって集会が開かれ，中央

の教会指導者が集会の中

で話をします。総大会の

模様は一部のテレビ局や

ラジオ局，そして衛星を通

じて世界中の集会所に放

送され，インターネットで

は http://www.lds.org

で視聴できます。指導者

の説教は5月号と11月号

の『リアホナ』に掲載され

ます。

あなたにとって最も重要な目標の一つは，神殿で家族に結び固められることです。
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性なら，ホームティーチャーに加えて，二人の

女性があなたの訪問教師になります。時を経

るにつれ，あなたはたくさんの末日聖徒の友人

ができるでしょう。

友人を得るための最良の方法は，自分から

友人になることです。思いやりの手を差し伸べ

ることを恐れないでください。

どうすれば参加できますか。教会員が責任

を与えられるのは，奉仕を通して学び，成長し，

時間や才能を使って人を祝福するためです。あ

なたも話や祈りをしたり，聖句を読んだり，聖歌

隊に参加したり，召しと呼ばれる特定の割り当

てを受けたりするように頼まれるかもしれませ

ん。でも恐れないでください。訓練を受けられ

ます。それに，会員や指導者の助けがあるで

しょう。間違うことがあるかもしれません。皆，

間違いをするのです。でも，最善を尽くし，主の

助けがあることを信頼しましょう。これは主の業

です。主はあなたを祝福されるでしょう。

人を助けることについてはどうですか。教

会では，助けが必要な人々に奉仕する機会が

定期的にあります。奉仕の機会は，教会主催

の奉仕活動や割り当てを通してたくさん訪れ

ます。そしてさらに，救い主の模範に倣
なら

うなら，

多くの善を行うことができます。すなわち，病

気の人を訪れ，悲しむ人々を勇気づけ，できる

範囲で人の重荷を軽減することです。「救い主

ならどうされるだろうか」と自問してください。

そして，それを成し遂げるために最善を尽くし

てください。

楽しい時間はありますか。ほとんどのワード

や支部では社交的な活動が開かれます。これ

らの活動を通して，教会の会員たちはとても

楽しい時間を過ごすことができます。恥ずか

しがり屋の人も，どうすればよいか分からない

人も，まずはその場に足を運んでみてください。

そして周囲にいる人 と々親しくなりましょう。い

すを並べたり，後片付けを手伝ったりしてもよ

いか尋ねてみましょう。教会の中では，奉仕も

遊びも皆で協力して行うのです。

これからも続けて福音を学ぶにはどうすれば

よいでしょうか。最良の方法の一つは，祈りの

心で毎日聖文を読むことです。聖文や末日の預

言者の教えについてさらに学ぶために，日曜日
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旅行する場合
世界各地に所在する，

教会の集会所を探すには，

http://www.lds.org の

“Other Resources”（そ

の他の情報）の“Meeting

house Locator”（集会所

検索機能）を活用してくだ

さい。ビショップまたは支

部会長や地域管理本部に

尋ねたり，国別ウェブサイト

や，さらには電話帳で調べ

たりすることもできるでしょ

う。（訳注――日本国内向け

教会国別公式ウェブサイト

で集会所を探す場合は，

http://www.ldschurch.jp

の「全国の教会検索」を活

用してください。）

転居する場合
教会に所属する特権の

一つは，どこに転居しても

転居先に会員記録が送ら

れることです。会員記録に

は名前と生年月日だけで

なく，バプテスマや確認の

儀式など，教会員として人

生を送るうえで重要な日

付や出来事も記載されて

います。引っ越し先のワー

ドまたは支部に会員記録

が送付されるように，ワー

ドまたは支部の書記に

引っ越し先の住所を伝え

ましょう。

あなたはワードや支部でたくさんの友人を得るでしょう。



の集会にはもちろん出席してください。また，

セミナリー（10代の青少年対象）やインスティ

テュート（ヤングアダルト対象）など，週日の学習

プログラムもあります。ほかの会員に尋ねてみ

てください。どのようなプログラムがあるかが

分かるでしょう。

祝福師の祝福とは何ですか。祝福師の祝福

は，人生の導きとなる勧告と知恵を受ける祝

福で，メルキゼデク神権の祝福師の職に聖任

された男性から聖霊の霊感を通して授けられ

ます。ビショップまたは支部会長に，この祝福

を受けるためにどのような準備をしたらよいか

を聞くことができます。

什分の一以外にどのような献金を納めるので

しょうか。月に1度（通常は第1週の日曜日に），

会員は2回の食事を断ち，貧窮している人々を

助けるために，取らなかった食事代に相当す

るお金を断食献金として納めます。

教会はまた，世界中で人道支援活動，神殿

活動，伝道活動に携わっています。可能であ

れば，これらの活動を支援するために献金で

きます。この場合，什分の一や断食献金を納め

る封筒に一緒に入れます。（訳注――日本では，

「什分の一・献金票」に献金の種類と金額を記

入し，郵便局の振り込みを通して献金します。）

どうすれば福音を人に伝えることができます

か。光となってあなたの模範を示し，教会に

加わった喜びを人に伝えてください。人々に専

任宣教師と会うように勧めましょう。モルモン

書を渡しましょう。御
み

霊
たま

に促されるままに証を

述べましょう。その際，論争にならないように

思いやりと親切な気持ちで述べてください。会

員や宣教師は喜んで伝道活動にあなたを加

え，あなたが人に福音を伝えるときには，助言

をしてくれるでしょう。

どうすれば天の御父とイエス・キリストをい

つも近くに感じ，また，聖霊の力をこれからも

ずっと感じられるでしょうか。最良の方法の

一つは，毎週ふさわしい状態で聖餐
せいさん

を受ける

ことです。聖餐の祈りを通して，バプテスマと

確認の儀式を受けたときに天の御父と交わし

た約束を，思い出すことができます。すなわち，

進んでイエス・キリストの御名
み な

を受け，いつも

主を覚え，主の戒めを守るという約束です。こ

れらの事柄を行うなら，いつも主の御霊を受け

られると約束されています。また，安息日を聖
きよ

く保つことによっても祝福を受けます。

また，しばしば祈り，聖文を読み，神の戒め

を守ることを通して，御霊がとどまるように努

めてください。

ほかに知っておくべきことは何でしょうか。

何よりも，イエス・キリストの福音が真実である

ことを覚えておいてください。天の御父は憐
あわ

れ

み深く親切で，あなたが自分の選択によって教

会の会員になったことをお喜びになっていま

す。元気を出しましょう。そして，神には何で

もおできになることを覚えておきましょう。■

教会書籍が必要な場合
居住地に配送センター

があれば，そこを訪ねてみ

てください。配送センター

ではパンフレットや生徒用

資料，機関誌，ポスター，ビ

デオ，その他の教会書籍を，

低価格，もしくは無料で入

手できます。アメリカとカ

ナダでは http://www.

ldscatalog.com で書籍

を注文することもできま

す。（訳注――日本では，東

京都港区南麻布にある東

京神殿の敷地内にブックセ

ンターが，江戸川区西小岩

に配送センターがありま

す。注文の場合は，ワード

や支部の図書委員を通し

て注文用紙を入手するか，

直接配送センターに電話

をする方法があります。配

送センターの電話番号

03‐5668‐3391）

教会用語の意味を
知りたい場合
様々な方法で調べるこ

とができます。ほかの会員

に聞くことができます。『福

音の原則』（31110 300）

や『真理を守る』（36863

300）などの教会書籍には

用語集があります。また，

http://www.mormon.org

や今月号の『リアホナ』の

48ページにある語彙集を

参照してもよいでしょう。
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証
あかし

――聖霊によって明らかにされた，

信仰上の確信。父なる神とイエス・キリ

ストが実在し，御二方の教えと福音の回

復が真実であることについての確信。証

を述べる場合，この確信についての簡潔

な，心からの言明を人 の々前で行います。

アロン神権（「神権」の項も参照）――

この神権は，12－18歳のふさわしい若

い男性と，教会に新しく加わった成人

男性会員が保持します。アロン神権に

は，ビショップ，祭司，教師，執事の職が

あります。この神権は備えの福音，すな

わち，「悔い改めとバプテスマと罪の赦
ゆる

しの福音」をつかさどります（教義と聖

約84：27）。

按手
あんしゅ

――教会の聖任または祝福を

施すために神権者が人の頭に手を置

く行為。

解任――それまでの奉仕に対する感

謝の意を表明して，会員を教会の割り

当てまたは役割から解くこと。

儀式――バプテスマ，聖餐
せいさん

，神殿の儀

式など，会員が神と聖約（約束）を交わ

すときに行う神聖な儀礼または礼式。

教師――（1）通常，14－15歳の若い

男性が保持するアロン神権の職。（2）教

会のクラスまたは定員会を教える人。

兄弟／姉妹――わたしたちは皆，天

の御父の子供なので，会員は姓の後に

「兄弟」または「姉妹」という言葉を付け

て互いのことを呼びます。

祭司――アロン神権における一つの

職。通常，16－18歳の若い男性と，教

会に新しく加わった成人男性会員が保

持します。

支持する――教会の召しにおいて奉

仕している人 を々支援したり，教会で行

われる管理上の決定に対して賛意を表

明したりすること。通常，集会の中で教

会指導者から求められたときに右手の

挙手によって表明します。

死者のためのバプテスマ――生きて

いる人は亡くなった人 の々身代わりとして

神殿でバプテスマを受けます。この儀式

は，現世の生涯でイエス・キリストの教え

を受けずに亡くなった人 に々バプテスマ

の祝福にあずかる機会を提供します。

執事――通常12－13歳の若い男性

が保持する，アロン神権の職。

姉妹――「兄弟／姉妹」の項を参照。

什分
じゅうぶん

の一――教会に納める，収入の

10パーセントの献金。

初等協会――3－11歳の子供たちの

ための教会組織。

神権――神の御名
み な

によって行動でき

るように神から授けられた権能と力。

12歳以上のふさわしい男性会員は神

権の権能を受けることができます。

神権の祝福――メルキゼデク神権者

が，癒
いや

し，慰め，または勧告を与えるた

めに行う祈り。祝福を受ける人の頭に

手を置いて授ける。

神殿――死者のためのバプテスマ，

エンダウメント，家族の結び固めなど，神

聖な儀式を執行するために奉献された

教会の建物。

聖任――教会のふさわしい男性会員

に神権の権能を按手によって授けること。

聖約――一人の人または複数の人々

と神の間で交わされた，神聖な約束ま

たは合意。

中央幹部――教会全体の職務を管

理するメルキゼデク神権指導者。この中

に大管長会，十二使徒定員会，七十人

会長会，七十人第一および第二定員会，

管理ビショップリックが含まれます。

定員会――執事，長老，七十人の会

員など，同じ神権の職を保持する若い
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男性または成人男性から構成されるグ

ループ。

伝道部／伝道部会長――専任宣教師

が奉仕するための，地理上の区域。伝道

部の指導者は伝道部会長と呼ばれます。

任命――正しい権能を持つメルキゼ

デク神権者の按手によって，教会の召し

に関する責任と祝福を教会員に授与す

ること。

扶助協会――18歳以上の女性のた

めの教会組織。

末日聖徒――末日聖徒イエス・キリス

ト教会の会員を指す略称。

ミューチャル――12－17歳の青少

年を対象とした週日の夜の集会または

活動。

召し――教会の中での奉仕の割り当

てまたは立場。それぞれの召しには，具

体的に決められた務めがあり，会員は

解任されるまでその務めを果たします。

解任されるのは，大抵，新しい割り当て

を受けるためです。

メルキゼデク神権（「神権」の項も参

照）――ふさわしい成人男性会員（18歳

以上）は，地元の神権指導者の指示の

下でこの神権を受けることができます。

この神権を保持する人 は々教会を導き，

子供の命名と祝福，聖霊の賜物
たまもの

の授与，

その他の神権の儀式を行うことができま

す。この神権を保持するのは長老，大祭

司，祝福師，七十人，使徒です。

詳しく知りたい場合
これらの言葉やその他の用語につ

いてさらに詳しく知りたい場合は，『聖

句ガイド』や『真理を守る』（36863

300）を参照するとよいでしょう。こ

れらの資料はhttp://www.lds.org

の「Gospel Library」にあります。

今月号の記事には多数の用語が定義されています。

なじみのない用語を調べるうえで，次の一覧も役立つでしょう。

知 って お くと 役 立 つ 言 葉知 って お くと 役 立 つ 言 葉

「
一
人
ず
つ
」
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
レ
ー
ン
画
、
教
会
歴
史
美
術
館
の
厚
意
に
よ
り
掲
載



わたしのもとに来なさいわたしのもとに来なさい
わたしがあなたがたを癒

いや

すことができるように
（3ニーファイ9：13－14参照）



ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長はこう記しています。

「皆さんが最近バプテスマをお受けになったことを

大変うれしく思い，心から歓迎いたします。

皆さんは教会に改宗し，

すばらしい一歩を踏み出されました。

皆さんを援助するために，

わたしたちにできることは

何でもしたいと思っています。」

（「完全な希望の輝き――新会員の皆さんへ」3ページ参照）
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